
学生募集
戦略
「18歳人口減少の踊り場」「地元・現役志向」が言われる
ここ数年、定員未充足校の割合は高止まりしている。
さらに厳しさを増す募集環境を迎える中で、
確かな結果を出し続けるために、
「データ」「質」、そして、「教育の接続」を重視した
募集戦略への転換を提案する。

高大接続改革を
踏まえた

競
争
の
時
代
を
乗
り
切
る
た
め
の

募
集
戦
略
３
つ
の
観
点
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いわゆる2018年問題はいよいよ来年から
～18歳人口の将来推計

地元志向が強まるも、自県進学率の地域差は大きい～都道府県別大学進学者数・入学定員および自県進学者数・率の状況

10年連続で私大の約４割は入学定員未充足校
～私立大学における入学定員充足状況の推移

学生募集が直面する現実にどう立ち向かうか？

＊文部科学省「高等教育の将来構想に関する基礎データ」（平成29年4月11日）を基に作成

＊「第５回 地方大学の振興及び若者雇用等に関する有識者会議」基本資料（入学定員等の状況）掲載データを一部編集部で加工
（大学入学定員数は文部科学省調べ、大学進学者数および大学入学者数は文部科学省2015年度学校基本統計）　＊自県進学率＝自県進学者数／進学者数

自県進学率が５０％以上
自県進学率が２５％以下
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兵庫
29,310
26,792
13,138
44.8

和歌山
4,280
1,550
447
10.4

岐阜
9,551
4,890
1,809
18.9

　
景
気
回
復
な
ど
を
背
景
に
、
今
春
の

大
学
進
学
率
は
過
去
最
高
の
52
・
６
％
、

私
大
の
定
員
未
充
足
率
校
の
割
合
も
や

や
減
少
し
た
。
し
か
し
、
来
年
か
ら
い

よ
い
よ
生
徒
数
減
少
期
に
突
入
す
る
。

こ
れ
か
ら
は
、「
選
ば
れ
る
大
学
」
に

な
ら
な
い
と
、
生
き
残
る
こ
と
が
で
き

な
い
だ
ろ
う
。
生
徒
数
減
＝
低
成
長
期

は
、「
高
学
力
層
が
欲
し
い
」
と
い
っ

た
漠
然
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
デ
ー

タ
」「
質
」「
教
育
の
接
続
」
を
重
視
し

た
募
集
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
ず
は
、
デ
ー
タ
を
集
め
、
根
拠
に

基
づ
く
募
集
戦
略
を
立
て
る
こ
と
が
必

要
だ
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
分
析
し
、
現
状

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
め
ざ
す
べ
き
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。
そ
し
て

そ
の
差
を
埋
め
る
べ
く
、
具
体
的
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
施
策
を
検
討
し
た
い
。

　
多
く
の
大
学
で
広
報
予
算
が
削
減
傾

向
に
あ
る
。
生
徒
数
減
を
考
え
る
と
、

の
べ
志
願
者
数
を
増
や
す
こ
と
か
ら
、

志
願
者
を
確
実
に
入
学
者
に
し
て
い
く

こ
と
に
コ
ス
ト
を
か
け
た
ほ
う
が
、
経

営
の
安
定
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
そ
の
た
め
に
は
志
望
度
が
高
く
、
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に
適
合
し
た

受
験
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
い
。
高

３
か
ら
始
め
る
広
報
で
は
な
く
、
低
学

年
か
ら
接
触
し
、
自
学
へ
の
進
学
意
欲

を
徐
々
に
育
む
シ
ナ
リ
オ
で
、
継
続
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

が
重
要
だ
。

　
高
校
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
前
に
、

共
に
若
者
を
育
て
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
。
高
校
側
に
「
こ
の
大
学
と
共
に
生

徒
を
育
て
た
い
」
と
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
こ
そ
、
高
等
教
育
機
関
が
め
ざ
す
立

場
で
あ
り
、
高
大
接
続
改
革
は
そ
れ
を

実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
。

　
大
学
か
ら
情
報
を
一
方
的
に
「
発
信

す
る
」
の
で
は
な
く
、
高
校
と
双
方
向

の
や
り
取
り
を
重
ね
、
共
に
人
を
育
て

る
立
場
で
戦
略
を
立
て
た
い
。

な
ぜ
そ
の
戦
略
を
と
る
？

情
報
を
集
め
根
拠
を
持
つ

質
を
追
求
し
て

効
率
的
・
効
果
的
な
募
集
を

教
育
機
関
と
し
て
の

募
集
活
動
の
あ
り
方

＊「第５回 地方大学の振興及び若者雇用等に関する有識者会議」基本資料
　「私立大学・短期大学等入学志願動向」（日本私立学校振興・共済事業団）を基に作成
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今
、多
く
の
高
校
で
は
、生
徒
一
人

ひ
と
り
の
出
願
校
に
つい
て
、担
任
だ
け

で
な
く
、進
路
指
導
担
当
や
管
理
職
の

教
員
も
参
加
す
る
進
路
検
討
会
で
話

し
合
い
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
最
終

的
に
三
者
面
談
で
決
め
て
い
ま
す
。

　
国
立
大
学
で
は
中
期
目
標
の
中
で
、

推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
募
集
人
員
を
入

学
定
員
の
30
％
に
ま
で
拡
大
す
る
と
の

目
標
が
示
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
受
験
者
が
従
来
よ

り
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
加
え
て
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

（
以
下
、共
通
テ
ス
ト
）で
の
外
部
英
語

検
定
試
験
の
活
用
が
開
始
さ
れ
る
と
、

実
質
的
に
大
学
入
試
は
検
定
受
検
が

始
ま
る
高
３
の
１
学
期
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、現
在
、

高
３
の
１
学
期
に
行
っ
て
い
る
推
薦
・

Ａ
Ｏ
入
試
受
験
者
の
出
願
検
討
や
受

験
指
導
は
、高
２
の
３
学
期
に
早
ま
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
次

期
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」が「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」に
変
わ
る
な
ど
、自
ら
課
題
を

設
定
し
て
研
究
を
進
め
る
探
究
的
な

学
習
を
重
視
し
て
い
ま
す
。そ
の
動
き

を
先
取
り
し
て
高
校
で
は
探
究
学
習・

課
題
解
決
型
学
習（
以
下
、探
究
学

習
）の
取
り
組
み
が
盛
ん
で
す
。

　
社
会
の
課
題
解
決
に
つ
い
て
考
え
る

探
究
学
習
を
通
じ
て
、社
会
と
自
分
と

の
関
わ
り
方
を
考
え
な
が
ら
進
路
選

択
を
行
う
指
導
が
深
ま
っ
て
い
き
そ
う

で
す
。そ
の
た
め
、探
究
学
習
の
中
で

感
じ
た
こ
と
は
、進
路
選
択
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
生
徒
の
進
路
選
択
の
観
点
が
、従
来

の「
な
り
た
い
職
業
か
ら
考
え
る
」か

ら
今
後
は「
社
会
と
自
分
の
関
わ
り
方

か
ら
考
え
る
」へ
と
変
化
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
、今
以
上
に「
大
学
で
の
学

び
と
社
会
と
の
関
係
」に
高
校
生
の
関

心
が
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

早
期
化

わたなべえしん●高校教育や大学入試
に関する調査・分析を基に、全国の高校に
対して、生徒の成長や自己実現につなが
る情報提供や指導の提案を行っている。

教育・入試改革による高校の進路指導の変化予測

Before After 大学への影響

　
新
た
な
入
試
の
ル
ー
ル
で
は
、調
査

書
に
書
か
れ
た
高
校
で
の
活
動
記
録

を
ど
の
入
試
方
式
で
も
選
抜
に
用
い
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
、

「
調
査
書
の
様
式
は
両
面
１
枚
ま
で
」

の
制
限
を
撤
廃
す
る
方
針
が
示
さ
れ

る
な
ど
、高
校
教
員
に
と
っ
て
生
徒
の

活
動
記
録
の
蓄
積
化
は
喫
緊
の
課
題

と
な
って
い
ま
す
。

　
高
校
で
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用

は
、主
に
、生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出

す
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。学
習

の
前
後
で
の
理
解
度
の
変
化
を
生
徒

自
身
が
確
認
す
る
こ
と
で
、学
習
成
果

を
実
感
し
、主
体
性
を
高
め
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
の
で
す
。

　
大
学
で
は
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョン
ポ
リ
シ
ー

に
基
づ
き
、活
動
記
録
を
選
抜
で
活
用

す
る
し
か
た
を
決
め
る
ほ
か
、入
学
後

の
指
導
に
生
か
す
方
法
も
検
討
す
べ

き
で
し
ょ
う
。高
大
を
つ
な
ぐ
ｅ
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
し
く
み
の
早
期
構
築
が

待
た
れ
ま
す
。

探
究
化

蓄
積
化

個
別
化

高校の
学び、進路指導の
「これから」

（株）ベネッセコーポレーション
初等中等教育事業本部
高校営業部　情報企画課課長

渡邉慧信

出願校検討
早期化

進路学習の
探究化

活動記録の
蓄積化

学習の
個別化

高校３年次の
１学期末から開始

高校２年次の
３学期に前倒し

なりたい職業から
進路を考える

社会と自分の関わり方
から進路を考える

高校教員が
紙に記録

高校生が自分で
電子媒体に記録　

全員に同じ問題の
プリントを配付

生徒の理解度に合わ
せた問題を個別配信

４つの
キーワード
で見る

　
探
究
学
習
が
す
す
む
中
、高
校
で
は

グ
ル
ー
プ
学
習
な
ど
の
協
働
的
な
学
習

に
割
く
時
間
が
増
え
て
い
ま
す
。そ
の

一
方
で
、基
礎
学
力
の
定
着
に
か
け
る

時
間
を
授
業
中
に
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
く
、家
庭
で
の
効
率
的
な
個
人
学

習
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
高
校

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
従
来
、紙
で
渡
し
て
い
た
課
題
を
、

今
で
は
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
テ

ス
ト
問
題
を
配
信
し
て
、採
点
、集
計

ま
で
行
い
ま
す
。さ
ら
に
、配
信
す
る

問
題
は
個
人
ご
と
に
変
え
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
Ｗｅ
ｂ
テ
ス
ト
の
利
用

は
、「
基
礎
学
力
は
家
庭
の
個
人
学
習

で
、学
校
で
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
協
働

学
習
」と
いっ
た
学
習
ス
タ
イ
ル
の
形
成

を
さ
ら
に
推
し
進
め
ま
す
。

　
高
校
で
の
学
習
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

合
わ
せ
て
、大
学
で
の
講
義
の
あ
り
方

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

推薦・ＡＯ入試の指導

調査書

個人学習

進路検討

入
試
改
革
で
進
路
指
導

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
化

社
会
と
の
関
わ
り
方
へ
と

進
路
選
び
の
観
点
が
変
化

高
校
で
の
活
動
履
歴
が

入
試
や
指
導
で
活
用
可
能
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

個
人
学
習
の
効
率
ア
ッ
プ

高大接続改革、次期学習指導要領、
ＩＣＴの活用などにより、高校の学び、進路指導は
大きく変わろうとしている。
進路指導のスケジュールや指導のあり方の変化は、
大学の学生募集戦略に大きな影響を与える。
また、高校での学びの変化は、大学での
学修の見直しを迫るものにもなるだろう。
ここでは、これからの高校の変化について、
４つのキーワードを挙げて解説する。

特集●高大接続改革を踏まえた学生募集戦略

▶大学の学びでどのような社会問題を
解決できるかに高校生の関心が高
まる

▶ｅポートフォリオの入試での活用
▶高校までの活動記録を大学に引き

継いでの活用が可能に

▶入試情報は高校２年次の３学期まで
に高校生・高校教員に伝える

▶ＩＣＴを活用した個別学習に慣れた学
生が入学してくる
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特集●高大接続改革を踏まえた学生募集戦略

進
路
選
択
と
探
究
学
習
と
を
リ
ン
ク
さ
せ
る

島
根
県
立
江
津
高
等
学
校

　
進
路
選
択
と
探
究
学
習
と
を
リ
ン
ク

さ
せ
る
こ
と
で
、
社
会
に
お
け
る
自
分

の
あ
り
方
を
生
徒
に
深
く
考
え
さ
せ
、

両
方
の
取
り
組
み
が
よ
り
深
ま
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　
１
年
次
で
は
、
地
域
の
課
題
に
関
す

る
グ
ル
ー
プ
学
習
と
個
人
の
課
題
研
究

に
取
り
組
む
。
地
域
の
課
題
を
取
り
上

げ
る
の
は
、
社
会
の
中
で
の
生
き
方
、

あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
、
身
近
で
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
か
ら
。
個
人
の
課

題
研
究
で
は
、
担
任
が
希
望
進
路
や
文

理
選
択
の
結
果
を
踏
ま
え
た
研
究
テ
ー

マ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
進
路
選
択

と
リ
ン
ク
し
た
活
動
に
し
て
い
る
。

　
２
年
次
で
は
、「
自
分
は
社
会
の
た
め

に
何
が
で
き
る
の
か
」を
基
に
、研
究
テ
ー

マ
を
決
め
て
、
課
題
研
究
に
取
り
組
む
。

11
月
に
仮
の
進
路
を
考
え
て
志
望
理
由

書
を
作
成
す
る
の
で
、
そ
の
内
容
を
踏

ま
え
て
、
将
来
の
進
路
と
研
究
内
容
と

が
リ
ン
ク
す
る
よ
う
に
担
当
教
員
が
個

人
指
導
を
し
て
い
る
。

探究化

変化しつつある学校現場
〈４つのキーワード〉で示した変化が具体的に現れている学校現場の様子をダイジェストで紹介する。

社
会
と
の
関
わ
り
方
か
ら

進
路
を
考
え
さ
せ
る

高
１
か
ら
高
２
に
か
け
て
希
望
進
路
を
明
確
化

岩
手
県
立
盛
岡
北
高
等
学
校

　
１
年
生
で
は
、
３
学
期
に
決
定
す
る

文
理
選
択
が
進
路
選
択
の
節
目
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
年
４
回
程
度
の
進
路
希
望

調
査
や
、
二
者
・
三
者
面
談
を
通
し
て

進
学
先
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
生

徒
や
保
護
者
の
意
思
を
確
認
し
て
、
文

理
選
択
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
２
年
生
は
、
２
学
期
に
行
う
希
望
す

る
大
学
の
志
望
理
由
書
の
作
成
が
節
目

と
な
る
。
10
月
か
ら
作
成
に
着
手
し
、

修
正
と
チ
ェ
ッ
ク
を
繰
り
返
し
、
11
月

に
は
完
成
さ
せ
る
。
ま
た
、
年
３
回
実

施
す
る
模
試
の
前
に
面
談
を
行
い
、
志

望
校
の
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

　
以
前
は
職
業
研
究
↓
大
学
・
学
部
研

究
で
進
路
指
導
を
行
っ
て
い
た
が
、
今

は
「
学
び
た
い
学
問
」
に
こ
だ
わ
る
指

導
を
重
視
。
１
年
生
の
う
ち
か
ら
大
学

模
擬
講
義
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
る
な

ど
し
て
、
大
学
で
本
当
に
学
び
た
い
と

思
え
る
学
問
か
ら
進
路
を
考
え
、
３
年

生
に
な
る
ま
で
に
希
望
進
路
を
明
確
に

す
る
進
路
指
導
を
し
て
い
る
。

早期化「
学
び
た
い
学
問
」
を
軸
に

低
学
年
か
ら
進
路
検
討

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
個
人
学
習
が
進
化

立
命
館
守
山
中
学・高
等
学
校

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
テ
ス
ト

と
学
習
動
画
を
組
み
合
わ
せ
た
指
導
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
基
礎
学
力
は
個

人
が
家
庭
で
定
着
さ
せ
、
学
校
の
授
業

時
間
は
協
働
学
習
を
主
と
す
る
学
習
に

シ
フ
ト
す
る
す
み
分
け
が
進
ん
で
い
る
。

　
生
徒
は
家
庭
で
学
習
動
画
を
視
聴
し
、

そ
の
内
容
が
理
解
で
き
て
い
る
か
を
Ｗ

ｅ
ｂ
ド
リ
ル
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
わ
か

ら
な
い
問
題
が
あ
れ
ば
通
信
機
能
を

使
っ
て
教
員
や
友
人
に
質
問
し
、
最
後

に
確
認
テ
ス
ト
と
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
テ
ス
ト

に
取
り
組
む
。
つ
ま
り
、「
生
徒
自
身
が

模
索
し
な
が
ら
段
階
的
に
理
解
を
深
め

て
い
く
学
習
」
が
家
庭
学
習
で
実
現
し

て
お
り
、
そ
れ
が
基
礎
学
力
の
向
上
に

役
立
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
生
徒
自
身
が
必
要
な
学
習

を
自
分
で
考
え
学
習
を
進
め
て
い
く
「
学

習
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
力
」
を
育
成

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、

＊
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
し
く

み
を
検
討
中
だ
。

個別化学
校
と
家
庭
で
の
学
習
の

す
み
分
け
が
進
む

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用
し
て
面
談
指
導
を
充
実

東
京
立
正
中
学・高
等
学
校

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
生
徒
は

「
自
分
は
何
を
し
た
い
の
か
」
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、
対
話
を
通
し
て
そ
れ
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
面
談
指
導
を
重
視
し
て
い
る
。

面
談
に
必
要
な
生
徒
の
生
活
、
成
績
、

指
導
履
歴
は
一
つ
に
ま
と
め
て
ｅ
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
生
徒
の
成
長
や
変
化
の
履
歴
は

教
員
全
員
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
環
境
整
備
が

進
ん
だ
こ
と
で
、
担
任
一
人
で
完
結
す

る
こ
と
な
く
、
教
員
全
員
で
生
徒
の
こ

と
を
考
え
る
指
導
体
制
が
充
実
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
生
徒
や
保
護
者
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
に
説
得
力
が
増
し
た
、
指
導

の
一
貫
性
が
高
ま
っ
た
な
ど
の
教
員
側

の
効
果
の
ほ
か
に
、
生
徒
か
ら
は
、「
今

ま
で
の
面
談
結
果
や
成
績
を
見
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
の
で
、
面
談
を
通

し
て
自
分
が
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
感

じ
、
前
向
き
に
な
れ
る
」
と
の
声
も
聞

か
れ
る
。

蓄積化ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

生
徒
情
報
を
一
元
管
理

BeforeAfterBeforeAfter

BeforeAfterBeforeAfter

岩
手
県
滝
沢
市
▼
普
通
科
▼
共
学
▼
１
学
年
約
2
4
0
人

▼
進
学
実
績 

北
海
道
教
育
大
、岩
手
大
、東
北
大
、学
習
院
大
、東
京
理
科
大 

他

島
根
県
江
津
市
▼
普
通
科
▼
共
学
▼
１
学
年
約
70
人

▼
進
学
実
績 

島
根
大
、山
口
大
、島
根
県
立
大
、山
口
県
立
大
、広
島
工
業
大 

他

東
京
都
杉
並
区

▼
普
通
科
ア
ド
バ
ン
ス
ト
コ
ー
ス
、ス
タ
ン
ダ
ー
ド
コ
ー
ス
、中
高
一
貫
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

▼
共
学
▼
１
学
年
約
2
4
0
人
▼
進
学
実
績 

帝
京
大
、日
本
大
、東
洋
大 

他

滋
賀
県
守
山
市
▼
普
通
科
ア
カ
デ
メ
イ
ア
コ
ー
ス（
高
大
一
貫
教
育
コ
ー
ス
）、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス（
医
学
系
・
理
科
系
進
学
コ
ー
ス
）▼
共
学

▼
１
学
年
約
3
0
0
人
▼
進
学
実
績 

立
命
館
大
、立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大 

他

■３年次に自分の希望や適性と
　志望学部が食い違うケースが
　見られた

■職業研究を重視した進路指導

■低学年での希望進路の
　明確化に重点を置いた指導

■「学びたい学問」を重視した
　進路指導

■「総合的な学習の時間」を
　利用してキャリア教育に取り組む

■キャリア教育に探究学習
　（課題研究）を組み込む

■地域の課題の考察を通して
　社会の中で生きることを考えさせる

■生徒の情報が学内に点在
■パーソナルポートフォリオに
　生徒の情報を集約
■教員間の情報共有が高まる
■成長履歴を生徒と共有することが
　成長実感を高めることに
　つながっている

■授業時間の中で基礎学力の
　定着と協働学習の両方を行う

■「家庭学習で基礎学力の定着」
　「授業は協働学習や
　 Output型授業」へと
　学習スタイルが進化

＊個々の生徒の進捗に合わせて学習内容・学習レベルを調整し問題を提供すること。または、そのしくみ。

＊ベネッセ教育総合研究所「VIEW21」2015年10月号掲載記事より抜粋

＊ベネッセ教育総合研究所「VIEW21」2016年10月号掲載記事より抜粋



0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（%）

ものごとを論理的に
考える力 27.0

根拠にもとづいて
判断する力 31.0

文章や資料の情報を
的確に読み取る力 34.6

人と協力しながら、
ものごとを進める力 58.9

0 10 20 30 40 50 60 70（%）

2017 9-109 2017 9-10 8

学び方の
変化

学
び
の
ス
タ
イ
ル
は
こ
う
変
わ
る

　
高
校
教
員
の
指
導
に
対
す
る
意
識
の

変
化
を
見
る
と
【
図
表
１
】、「
自
発
的

な
学
習
」、「
得
意
教
科
を
伸
ば
す
」、「
上

級
学
校
や
社
会
で
役
立
つ
内
容
」
を
重

視
す
る
傾
向
が
、
こ
の
６
年
間
で
強
く

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
実
際
の
授
業
方
法
に
つ
い
て

は【
図
表
２
】、「
グ
ル
ー
プ
活
動
」や「
表

現
活
動
」
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
特
に

心
が
け
て
い
る
割
合
が
大
き
く
増
加
し

て
い
る
。

　
し
か
し
、
高
校
教
員
が
考
え
る
生
徒

に
身
に
付
い
て
い
る
力
で
は
【
図
表

３
】、「
自
ら
学
び
続
け
る
力
」
の
定
着

度
に
対
す
る
評
価
は
あ
ま
り
高
く
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
高
校
教
員
は
、

生
徒
の
活
動
を
主
体
と
す
る
学
び
を
重

視
す
る
指
導
に
注
力
し
て
い
る
も
の

の
、「
自
ら
学
び
続
け
る
力
」
の
育
成

に
は
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。

　
大
学
で
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
際
に
、「
自

ら
学
び
続
け
る
力
」
の
定
着
度
を
可
視

化
し
て
説
明
す
る
と
、
高
校
と
の
課
題

共
有
が
一
層
進
む
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
探
究
学
習
・
課
題
解
決
型
学

習
（
以
下
、
探
究
学
習
）
の
取
り
組
み

状
況
を
見
て
い
く
【
図
表
４
】。
私
立

高
校
、
公
立
高
校
と
も
に
、
約
６
割
の

学
校
で
探
究
学
習
を
実
施
し
て
お
り
、

公
立
高
校
の
学
科
別
で
は
、
普
通
科
よ

り
も
総
合
学
科
や
専
門
学
科
の
ほ
う
が

「
全
て
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
実
施
し

て
い
る
」
割
合
が
高
い
。

　
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
探
究
学
習
の
狙
い
を
見
る
と

【
図
表
５
】、「
キ
ャ
リ
ア
」「
教
科
内
容

の
発
展
」「
実
社
会
の
課
題
に
触
れ
る
」

こ
と
の
３
つ
が
上
位
に
き
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
探
究
学
習
で
は
多
く
の
場

合
、実
社
会
の
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

教
科
で
学
ん
だ
こ
と
を
発
展
さ
せ
な
が

ら
研
究
を
進
め
、
そ
の
過
程
で
自
分
の

将
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
方
で
、「
指
導
で
き
る
教
員
の
育

成
」
や
「
テ
ー
マ
設
定
」
に
は
学
校
と

し
て
課
題
を
感
じ
て
お
り
【
図
表
６
】、

こ
の
点
は
、
大
学
が
高
校
を
支
援
で
き

る
領
域
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

自発的な学習を重視する傾向が強くなっている ～高校教員の指導に対する意識の変化探究学習・課題解決型学習は約６割の高校で実施 ～高校での探究学習・課題解決型学習の実施率

キャリア、教科内容の発展、実社会の課題が主な狙い
～公立学校での探究学習・課題解決型学習の狙い（学科別） 

指導教員の育成や主体的なテーマ設定が課題
～公立学校での探究学習・課題解決型学習の課題（学科別）

グループ活動、表現活動を取り入れた
授業の割合が大きく増加 
～高校教員が多くするように特に心がけている
　授業方法の変化 

「自ら学び続ける力」の育成は課題
～高校教員が考える生徒に身に付いている力 【図表2】【図表3】

【図表5】【図表6】

【図表1】
【図表4】

60.2％

47.9％

58.9％

56.7％ 43.3％

37.1％62.9％

41.1％

52.1％

2010年

2016年

2010年

2016年

2010年

2016年

0 5 10 15 20 25 30

74.3％ 25.7％

39.8％

35（%）

教師主導の
講義形式の授業

32.5
24.5

教材を工夫した授業
（具体物を使うなど）

26.8
31.9

グループ活動を
取り入れた授業

8.6
24.4

2010年
2016年

表現活動を
取り入れた授業

11.5
20.9

各教科の基礎的・
基本的な知識・技能 65.7

自分の考えを文章に
まとめて表現する力 27.5

自分の考えを
わかりやすく話す力 25.2

新しい発想やアイデア
を生み出す力 20.0

自ら学び続ける力 31.8

＊「多くするように特に心がけている」の％
＊2010年と2016年の回答割合に５ポイント以上の差があった項目のみ抜粋

＊「身に付いている（ほぼ全員）」＋「まあ身に付いている（半数以上）」の％

＊「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％＊複数回答。指導・評価や体制に関する課題について抜粋

■全ての生徒を対象として実施している　■一部の生徒やコースを対象として実施している　■実施していない　■無回答・不明

これからの大学入試で
必要とされる学力を

身に付けること

0 10 20 30 40 50 60 70（%）

探究学習・課題解決型
学習を指導できる

教員の育成

私立全体 公立全体

48.5%

19.4%

26.0%

6.1
%

36.7％

4.8
％

34.1％

24.4％

公立普通科

40.3％

20.6％

33.0％

6.1％

77.8％

12.2％

4.4％ 5.6％

公立総合学科 公立専門学科

63.7％18.9％

10.4％

7.1％

学科によって取り組み状況は異なる
～公立高校学科別実施率

自
発
的
な
学
習
を
重
視

す
る
も
定
着
に
は
課
題

高
校
で
の
探
究
学
習
の

実
施
率
は
約
６
割

＊図表１～３：ベネッセ教育総合研究所
  「第６回学習指導基本調査 高校版」2016年より
　高校教員が回答 8323名

高
校
現
場
で
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や

探
究
学
習
・
課
題
解
決
型
学
習
の
取
り
組
み
が

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
を
解
説
す
る
。

自発的に学習する意欲や習慣を
身に付けさせることを重視
たとえ強制してでも、とにかく
学習させることを重視

得意な教科や領域の学力を
伸ばすことを重視

不得意な教科や領域の学力を
つけさせることを重視

受験には直接役立たないが、
上級学校や社会に出てから
役立つ内容を教えることを重視

受験に役立つ知識・スキルを
教えることを重視

キャリアについて
考えること

教科で学んだ内容を
発展させること

フィールドワークなど
により実社会の

課題に触れること

学習内容を
教科横断的な
ものにすること

科学的な研究方法を
学ぶこと

大学で学ぶ内容や
学び方を学ぶこと

大学入試のための
学習指導との両立

教員が参考にできる
指導事例や教材などを

みつけること

大学や企業・NPOなど
外部機関との連携

探究学習・課題解決型
学習を教科の学習に

関連づけること

学習活動の方法や
成果を評価すること

生徒に主体的に
学習テーマを

設定させること

81.760.6
58.0

46.3

53.8
60.5

64.0

42.4
30.9

34.9

41.5
37.0

25.1

33.9
32.1

41.7

30.3
30.9

22.3

27.5
14.8

2.9

96.3
71.4

70.5
81.5

94.3

64.2
81.5

69.7

58.7
67.9

45.7

53.4
46.9

61.1

61.7
38.3

14.8

32.1
12.6

57.2

■普通科
■総合学科
■専門学科

■普通科
■総合学科
■専門学科

特集●高大接続改革を踏まえた学生募集戦略

定着度には
課題がある

＊図表４～６：ベネッセ教育総合研究所「第６回学習指導基本調査高校版」2016年より　高校の校長が回答 1421名
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「資格・検定試験の受検奨励」と
「理解促進・情報共有」が進む
～大学入試改革への高校での対応状況

外部英語検定試験の入試活用法は
高大でギャップが大きい
～外部英語検定試験の大学入試での導入方法と、
　高校教員が望む導入方法

今後の指導では、「思考力・判断力・表現力」の育成を重視 ～大学入試改革への対応で高校教員が今後強化したい取り組み 高校は「指導要領」「受検料」重視で
外部英語検定試験を選ぶ
～外部英語検定試験を決定する際に重視する観点

【図表7】
【図表8】

【図表10】

進路指導の
変化

進
路
指
導
は
こ
う
変
わ
る

　
大
学
入
試
改
革
は
高
校
の
進
路
指
導

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
て
い

る
。
入
試
改
革
へ
の
高
校
で
の
対
応
状

況
を
見
る
と
【
図
表
７
】、「
資
格
・
検

定
試
験
の
受
検
奨
励
」、「
入
試
改
革
に

関
す
る
教
員
の
理
解
促
進
、情
報
共
有
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
割
合
が
高
い
。
大

学
で
の
入
試
改
革
の
進
捗
状
況
は
、
今

ま
さ
に
高
校
が
最
も
知
り
た
い
こ
と
だ

と
言
え
よ
う
。

　
外
部
英
語
検
定
試
験
に
つ
い
て
は
、

高
校
と
大
学
で
ギ
ャ
ッ
プ
が
見
ら
れ

る
。入
試
で
の
活
用
法
で
は【
図
表
８
】、

大
学
側
は「
高
い
英
語
力
の
出
願
基
準
」

「
加
点
」
と
し
て
活
用
し
て
い
る
割
合

が
高
い
が
、
高
校
側
は
「
高
校
生
の
平

均
的
な
英
語
力
の
出
願
基
準
」「
加
点
」

で
の
活
用
を
望
む
割
合
が
高
い
。
使
う

検
定
を
決
定
す
る
際
に
重
視
す
る
観
点

で
は
【
図
表
９
】、「
指
導
要
領
」
に
沿
っ

た
も
の
は
両
者
一
致
し
て
い
る
が
、
高

校
で
は
「
受
検
料
」
も
重
視
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
大
学
と
高
校
で
の
意
識
の

違
い
は
、
高
校
で
は
外
部
英
語
検
定
試

験
を
「
学
校
で
の
全
員
実
施
」
で
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。全
員
で
受
検
す
る
か
ら
、

一
部
の
生
徒
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る

「
高
い
出
願
基
準
」
で
は
な
く
「
平
均

的
な
出
願
基
準
」「
加
点
」
を
望
ん
で

お
り
、「
指
導
要
領
」
や
「
受
検
料
」

を
重
視
す
る
の
だ
。
外
部
英
語
検
定
試

験
の
検
討
で
は
、
高
校
で
の
受
検
実
態

も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
教
育
・
入
試
改

革
の
影
響
を
受
け
て
、
高
校
で
の
進
路

指
導
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の

だ
ろ
う
か
。
今
後
予
測
さ
れ
る
高
校
で

の
「
新
た
な
進
路
指
導
の
流
れ
」
を
ま

と
め
た
の
が
上
図
だ
。
こ
こ
で
は
、「
出

願
指
導
が
高
２
・
３
学
期
に
早
ま
る
こ

と
」「
高
校
１
、２
年
生
で
の
進
路
探
究
」

の
２
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
た
、
高
校
で
は
今
後
の
指
導
に
お

い
て
、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」

の
育
成
を
非
常
に
重
視
し
て
い
る
点
に

も
注
意
し
た
い
【
図
表
10
】。
日
々
の

授
業
に
大
き
く
関
係
す
る
こ
と
で
あ

り
、
高
校
教
員
の
関
心
は
高
い
。
こ
の

点
も
入
試
改
革
の
検
討
で
は
外
せ
な
い

視
点
だ
と
言
え
よ
う
。

0 10 20 30 40 50 60 70 80（%）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90（%）

0 10 20 30 40 50 60 70（%）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45（%）

＊ベネッセ教育総合研究所「第６回学習指導基本調査 高校版」2016年より
  高校の校長が回答 1421名

＊図表８、９：CEES進学基準研究機構「中学校・高等学校における
  英語教育や検定受験の実態調査」「英語４技能入試に関する実態調査」
  「大学英語教育に関する実態調査」2016年より
　回答数 大学760校、高校教員789名

＊大学には「実際の入試活用方式」を、高校には「望ましい入試活用方法」を尋ねた 公立普通科
公立総合学科
公立専門学科
私立

高校
大学

高校
大学

国際バカロレアに
関する研究

科学オリンピックなど
学校外の

各種大会への
参加奨励・指導

「大学入学希望者
学力評価テスト

（仮称）」の例として
示されたような

記述式問題の研究

学習ポートフォリオ
など多面的な能力や

学習履歴の把握・
記録に関する研究

大学入試の
英語の４技能測定に

対応した指導や
テスト問題の研究

大学入試で評価の
対象となる

資格・検定試験などの
受検の奨励・指導

国での入試改革の
検討状況についての

教員の理解の
促進・情報共有

思考力・判断力・
表現力を測るテスト

問題の研究

高い英語力
の出願基準

（出願要件）

加点

みなし
得点化

高校生の
平均的な英語
力の出願基準
（出願要件）

試験の代替

就職試験に
活用できる

受検料

留学に
活用できる

試験会場の
立地・会場数

年間に
複数回の

受検ができる

指導要領に
沿った出題・
難易レベル

13.2

46.3

7.1

23.8

25.6

52.1
66.1

41.5

30.4

21.6

20.5

10.5

30.9

30.9

18.8

16.6

12.7

7.1

32.3

14.6

38.8

7.2

思考力・判断力・表現力を育成する授業実践

思考力・判断力・表現力を測るための作問、定期・実力考査での導入

各大学の個別選抜改革の内容に関する情報収集・問題分析

アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善

各種英語４技能検定試験の受検指導の強化

カリキュラム・マネジメントの視点による指導計画・単元計画

自校で育てたい生徒像の再定義

活動報告書、志望理由書、学修計画書の作成指導

生徒の定性的な情報、多様な活動履歴の蓄積（ポートフォリオの活用）

授業・家庭学習におけるＩＣＴ利活用

教科学習以外での探究的な学習の実践

高等学校基礎学力テストに向けた「ＰＤＣＡサイクル」の構築

各大学の３ポリシーの研究 49.5

57.4

60.1

60.2

60.8

66.7

70.5

71.2

71.3

74.2

75.8

75.8

84.9

7.8
0.5
2.2
1.8

24.1
18.4

13.3
29.3

23.5
9.9

15.5
16.4

28.0
0.5
7.8
12.1

52.7
3.3

17.8
34.5

35.0
12.3

26.7
28.9

75.6
58.0
57.8
59.1

70.4
19.4

41.1
57.5

入
試
改
革
の
進
捗
状
況
は

高
校
で
も
関
心
が
高
い

「
思
考
力
等
」の
育
成
を

高
校
で
は
重
視
し
て
い
る

＊ベネッセコーポレーション「教育・入試改革対応に関するアンケート」2017年より
　全国の高校教員を対象とした調査。協力件数1237件

入
試
改
革
の
動
き
が
、

高
校
で
の
進
路
指
導
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
、

変
化
を
促
し
て
い
る
の
か
を
解
説
す
る
。

教育・入試改革を受けて、高校の進路指導はこうなる

特集●高大接続改革を踏まえた学生募集戦略

「力を入れて取り組んでいる」
＋「取り組んでいる」の％

【図表9】

「特に強化したい」
＋「強化したい」の％

高３高２高１
１学期 ２学期

進路探究
（進路選択＋探究学習）

社会問題の解決（探究学習）と、
大学での学び（進路）をつなげて考える

出願
指導

受験開始
（検定→推薦・AO→検定→一般）

受
験
準
備

推薦・ＡＯ入試
受験候補者を
決定

文理選択 志望理由書

外部英語検定試験の受検から
“受験”がスタートする

志望校調査／模試での志望校記入 模試での志望校記入

３学期 １学期 ２学期 ３学期 １学期 ２学期 ３学期

一般入試
出願指導

推薦・ＡＯ
出願指導

外部英語
検定試験

外部英語
検定試験



2017 9-1013 2017 9-10 12

考
え
、
広
報
戦
略
に
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
。

　
高
校
生
の
進
路
選
択
に
絶
大
な
影
響

を
与
え
て
い
る
高
校
教
員
や
保
護
者
（
特

に
母
親
）
に
対
し
て
調
査
を
行
う
こ
と

も
有
効
だ
。
高
校
と
の
関
係
を
強
化
し
た

い
、
保
護
者
に
安
心
し
て
自
学
を
勧
め
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
大
学
は
多
い
だ
ろ

う
。
ま
ず
は
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
の
か
を

知
っ
た
う
え
で
、
こ
れ
か
ら
の
施
策
を
考

え
た
い
。

　
自
学
の
イ
メ
ー
ジ
を
調
査
す
る
際
の
コ

ツ
は
、
次
の
３
点
だ
。「
き
っ
と
こ
う
見

ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
仮
説
、「
こ

う
見
ら
れ
た
い
」
と
い
う
理
想
、「
こ
こ

は
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
最
低

ラ
イ
ン
を
織
り
交
ぜ
て
質
問
を
作
る
こ
と

だ
。
こ
れ
ら
３
つ
の
観
点
を
意
識
し
て
お

く
と
、
自
分
た
ち
が
思
う
自
学
の
イ
メ
ー

ジ
は
正
確
か
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
抱

く
イ
メ
ー
ジ
に
は
ど
ん
な
誤
解
が
生
じ
て

い
る
か
、
情
報
が
ど
れ
だ
け
伝
わ
っ
て
い

る
か
を
あ
ぶ
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
加
え
て
、
機
能
的
な
面
だ
け
で
な
く
、

情
緒
的
な
面
も
十
分
に
考
慮
し
て
「
こ

う
見
ら
れ
た
い
」
姿
や
「
今
ど
う
見
ら
れ

て
い
る
か
」
を
調
査
す
る
と
よ
い
だ
ろ

う
。

　
そ
も
そ
も
高
校
生
に
と
っ
て
、
大
学
へ

　
広
報
は
「
宣
伝
」
で
は
な
く
、
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
を

高
め
る
た
め
に
は
、
相
手
の
こ
と
を
知
る

こ
と
、
そ
し
て
、
自
分
が
相
手
か
ら
ど
う

見
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
大

切
だ
。「
相
手
が
思
う
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
」

と
「
自
分
が
思
う
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
」

に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
と
い
う
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
が
は
っ
き

り
す
る
。

　
学
部
・
学
科
の
新
設
・
改
組
や
キ
ャ
ン

パ
ス
移
転
は
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
や
募
集

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え

る
。
仮
に
新
設
・
改
組
や
大
き
な
改
革
を

し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
高
校
生
、

競
合
校
、
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
、
知
ら

ぬ
間
に
自
学
の
イ
メ
ー
ジ
が
昔
と
は
ま
っ

た
く
違
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
。

　
イ
メ
ー
ジ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
最
初
は
小

さ
く
て
も
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
拡
大
し

て
い
く
。
気
づ
い
た
頃
に
は
相
当
な
差
に

な
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
埋
め
る
た
め
に
多

大
な
労
力
や
時
間
が
か
か
る
、
と
い
う
こ

と
は
珍
し
く
な
い
。
イ
メ
ー
ジ
調
査
を
定

期
的
に
行
う
こ
と
は
、
効
果
的
な
広
報
活

動
を
行
う
う
え
で
、
健
康
診
断
の
よ
う
な

位
置
付
け
だ
と
言
え
る
。

　
し
か
し
、
新
規
で
調
査
を
し
よ
う
と
す

る
と
、「
予
算
が
な
い
」「
手
間
が
か
か
る
」

と
い
う
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
。
予
算
や
手

間
を
か
け
た
綿
密
な
調
査
は
最
終
的
に
は

必
要
だ
が
、
コ
ス
ト
を
か
け
な
く
と
も
工

夫
次
第
で
、
最
低
限
の
調
査
は
で
き
る
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
場
し
た
高
校

生
に
自
学
の
印
象
を
聞
い
て
み
る
だ
け
で

も
、
何
も
し
な
い

よ
り
か
は
は
る
か

に
有
益
だ
。

　
新
入
生
ア
ン

ケ
ー
ト
で
聞
く
と

い
う
方
法
も
あ
る
。

入
学
後
は
す
で
に

学
生
の
意
識
が
変

わ
っ
て
い
る
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

例
え
ば
、「
ど
う
い
う
大
学
だ
と
思
っ
て

入
学
し
た
か
」「
入
学
後
、
そ
の
イ
メ
ー

ジ
は
変
わ
っ
た
か
」
と
い
う
よ
う
に
時

期
を
区
分
し
て
質
問
す
れ
ば
、
高
校
時
代

の
意
識
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
だ
。
入

学
前
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
回
答
で
も
、
入
学

後
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
回
答
と
な
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
が
な
ぜ
高

校
時
代
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
を

の
入
学
は
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
彼
ら
に
と
っ
て
大
学
と
は
、

人
生
の
中
の
若
く
伸
び
盛
り
な
４
年
間
を

過
ご
す
場
所
、多
く
の
人
と
知
り
合
い「
一

生
も
の
」
の
絆
を
つ
く
る
場
所
、
卒
業
後

も
「
○
○
大
学
卒
」
の
肩
書
き
で
つ
な
が

り
続
け
る
場
所
…
。
単
純
な
商
品
の
購
入

と
は
異
な
り
、
そ
の
選
択
に
は
情
緒
的
な

面
も
強
く
影
響
す
る
。

　
近
年
は
、「
入
学
す
る
と
ど
れ
だ
け
得

を
す
る
か
」
と
い
う
機
能
面
の
メ
リ
ッ
ト

を
訴
え
る
広
報
が
め
だ
つ
が
、
情
緒
的
な

面
も
重
要
だ
。
親
近
感
、
愛
着
、
共
感
を

喚
起
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、
志
望
度
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
入
学
後
も
帰
属
意
識
が
高
い
ほ
ど
積

極
的
に
学
ぶ
だ
ろ
う
し
、
社
会
に
出
て
か

ら
も
大
学
に
貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
持
つ

自
学
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
学
生
募
集
の
枠
に

と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
大
学
の
ブ
ラ

ン
ド
を
形
成
す
る
ベ
ー
ス
に
な
る
も
の
な

の
だ
。

　
調
査
に
よ
っ
て
ギ
ャ
ッ
プ
を
把
握
で
き

た
ら
、
改
善
に
向
け
て
動
き
出
す
こ
と
に

な
る
。短
期
間
で
埋
め
ら
れ
る
ギ
ャ
ッ
プ
、

長
期
間
じ
っ
く
り
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

ギ
ャ
ッ
プ
と
、ギ
ャ
ッ
プ
の
質
を
見
分
け
、

対
策
を
立
て
た
い
。

　
調
査
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
は
、
回
り

道
を
し
て
い
る
よ
う
で
結
局
は
早
道
と
な

る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
企
画
段
階
で
客

観
的
に
実
施
・
分
析
す
る
方
法
を
検
討
し

て
お
く
と
、
よ
り
説
得
力
の
高
い
根
拠
と

な
る
だ
ろ
う
。

　
左
の
欄
で
紹
介
し
て
い
る
京
都
産
業
大

学
は
、
定
期
的
な
イ
メ
ー
ジ
調
査
の
結
果

を
広
報
活
動
の
改
善
に
い
か
し
て
い
る
好

例
だ
。
ま
た
、
本
誌
前
号
の
入
試
改
革
特

集
で
紹
介
し
た
早
稲
田
大
学
で
は
、
課
題

の
地
方
出
身
者
の
募
集
の
強
化
の
た
め
、

全
学
を
挙
げ
て
地
方
高
校
へ
の
訪
問
を

行
っ
た
結
果
、
自
学
に
対
す
る
関
心
が
昔

に
比
べ
て
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
が
判

明
、
そ
の
こ
と
が
入
試
改
革
の
起
爆
剤
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
全
学
的
な
意
思
決
定

を
調
査
が
後
押
し
し
た
事
例
だ
と
言
え

る
。

　
だ
が
、「
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
の
か
？
」

と
い
う
視
点
を
常
に
持
っ
て
い
る
大
学

は
、残
念
な
が
ら
お
そ
ら
く
少
数
だ
ろ
う
。

理
由
の
一
つ
は
、「
こ
う
見
ら
れ
た
い
」

と
い
う
自
学
の
理
想
像
が
な
い
か
ら
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。「
見
ら
れ
た
い
」
姿
が

あ
れ
ば
、「
今
見
ら
れ
て
い
る
」
姿
を
知

り
た
い
と
思
う
は
ず
だ
。
執
行
部
が
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
学
内
に
発
信
で
き
て
い
る

か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
何
を
広
報
で
打
ち
出
せ
ば
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
悩
み
は
、「
こ
う

見
ら
れ
た
い
」姿
と
、「
今
見
ら
れ
て
い
る
」

姿
が
わ
か
れ
ば
解
決
す
る
。
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
に
向
け
て
広
報
で
打
ち
出
す
べ
き

は
、
２
つ
の
姿
の
間
に
あ
る
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
る
た
め
の
情
報
な
の
だ
。

　各種広報制作物にイメージ調査をフル活用している京
都産業大学。例えば、大学案内。2012年制作分からは、
高校生調査が基になっている。調査の結果同大学のイ
メージは「特色がわからず、どんな大学なのかが曖昧」だっ
た。理系の大学だと勘違いしている生徒もいた。そこで
従来は学部・学科の教育内容中心だったのを改め、全
学の教育理念の紹介にページを割いた。その後も高校
生調査を基に大学案内や学部案内を制作している。
　2017年６月に完成した高校教員向けのデータブック
は、大学に接触しながら出願に至らなかった生徒や入学
辞退者を対象とした調査の結果を受けて企画された。高
校教員から進学を勧められる割合が下がっていたことか
ら、生徒に勧めたくなる情報を高校教員に届けることを目
的に設定。追加調査により、エリアによって情報ニーズ
が異なることがわかったためエリア別に３種類を発行した。
　学部の新設・改組が続く同大学では、高校生の目に
映る自学のイメージがどう変化しているのかを継続的に
ウォッチし、現在も広報施策に反映させている。

一度もイメージ調査をしたことがない
⇒広報戦略を立てる土台として確認を

新設・改組や大学名変更、キャンパス移転等、
大きな改革をした
⇒貴学のイメージが変化している可能性大！

中長期計画を策定し、ビジョンを刷新した
⇒現在、ステークホルダーが持つイメージと
　理想像との差を知りたい

ここ10年、めだった改革はしていない
⇒周囲は変化しているので、その結果自学の
　イメージが変化している可能性大！

近隣の競合校がめだつ動きや改革をしている
⇒自学のイメージが影響を受けている可能性あり

志願者数が減っている
⇒一度は接触したが出願しなかったのはなぜか、
　非出願者調査で確認を

志願者数は十分だが入学後の中退率、成績が思わしくない
⇒入学前と後でイメージが変わっている可能性が

募集エリアを広げたい
⇒高校教員が持つ印象や評価を把握し、広報戦略を練る

入試改革や大学案内のリニューアルなどを予定している
⇒どう見られているのか、伝わっているのか、
　ステークホルダーを対象とした外部調査を 

特集●高大接続改革を踏まえた学生募集戦略

イメージ調査をベースに
広報施策を検討

etc.

京都産業大学

こんなケースは一度イメージ調査を！

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
見
た

自
学
の
イ
メ
ー
ジ
は
、20
年
前
と

変
わ
っ
て
い
る
？ 

変
わ
っ
て
い
な
い
？

広報＝コミュニケーション 1コラム 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
は

互
い
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と

「
こ
う
見
ら
れ
た
い
」

理
想
像
は
明
確
か

ま
ず
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や

新
入
生
調
査
で
聞
い
て
み
る

イ
メ
ー
ジ
調
査
の
コ
ツ
は

仮
説
・
理
想
・
最
低
ラ
イ
ン

構成／編集部　文／児山雄介
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ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
な
い
と
把
握
で

き
な
い
が
、
大
学
に
対
す
る
好
感
度
は
、

模
試
の
志
望
登
録
数
が
参
考
に
な
る
。

こ
れ
に
着
目
す
れ
ば
、
戦
略
的
に
志
望

度
を
上
げ
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
例
え
ば
、
母
集
団
形
成
が
で
き
て
い

る
（
＝
資
料
請
求
件
数
が
多
い
）
の
に
、

出
願
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
場
合

（
P.
15
下
図
【
ケ
ー
ス
１
】）、
模
試
の

志
望
登
録
数
や
志
望
順
位
の
割
合
を
分

析
す
る
こ
と
で
、
母
集
団
育
成
・
強
化

の
方
針
が
立
て
や
す
く
な
る
。

　
ま
た
、
出
願
率
は
高
く
て
も
、
そ
も

そ
も
母
集
団
が
小
さ
い
（
高
校
生
と
の

接
触
が
少
な
い
）場
合【
ケ
ー
ス
２
】は
、

接
触
の
回
数
、
メ
デ
ィ
ア
、
時
期
、
エ

リ
ア
を
細
か
く
分
析
し
、
効
率
的
に
接

触
者
数
を
拡
大
で
き
る
計
画
を
立
て
る

と
よ
い
だ
ろ
う
。

　
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
策

を
取
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
P.
16

か
ら
は
募
集
活
動
別
に
見
直
し
の
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
す
る
。

　

　
学
生
募
集
に
限
ら
ず
、
広
報
活
動
で

重
要
に
な
る
の
は
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設

定
」
だ
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
「
学
力
が
今

の
学
生
よ
り
高
め
の
層
」
程
度
の
曖
昧

な
設
定
で
は
、
戦
略
戦
術
が
立
て
に
く

く
、
結
果
、
募
集
活
動
の
効
果
を
見
込

み
に
く
い
。
ま
た
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

ら
な
け
れ
ば
、
無
駄
な
コ
ス
ト
が
発
生

し
て
し
ま
う
。
逆
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
具

体
的
で
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、
ア
プ

ロ
ー
チ
に
適
し
た
時
期
、
エ
リ
ア
、
メ

デ
ィ
ア
を
明
確
に
で
き
る
。
効
果
測
定

の
指
標
も
立
て
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定
に
あ
た
っ
て

は
、
在
学
生
調
査
か
ら
始
め
る
の
も
一

つ
の
方
法
だ
。
出
身
エ
リ
ア
、
学
力
別

な
ど
の
区
分
ご
と
に
、「
な
ぜ
、
こ
の

大
学
を
選
ん
だ
の
か
」
を
分
析
す
る
こ

と
で
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
高
校
生
像

が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

　
ま
た
、
学
生
募
集
戦
略
の
見
直
し
を

図
る
際
は
、「
母
集
団
形
成
」「
母
集
団

育
成
・
強
化
」
と
い
う
２
つ
の
段
階
を

意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
一
般
商

材
で
あ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
を
例

に
取
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
例
え
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
で
お
茶
を
購
入

す
る
際
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
銘
柄
を

購
入
す
る
消
費
者
は
あ
ま
り
い
な
い
。

そ
の
た
め
、企
業
は
広
告
等
を
通
し
て
、

商
品
の
認
知
度
を
上
げ
て
い
く
（
母
集

団
形
成
）。
認
知
度
が
上
が
っ
た
だ
け

で
、
お
茶
の
売
り
上
げ
が
伸
び
る
か
と

い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

消
費
者
の
頭
の
中
に
は
、「
お
気
に
入

り
」
の
お
茶
の
銘
柄
リ
ス
ト
が
あ
り
、

基
本
的
に
は
こ
の
リ
ス
ト
の
上
位
の
商

品
を
購
入
す
る
。
企
業
は
、
そ
の
リ
ス

ト
の
順
位
を
高
め
る
た
め
に
広
告
を
展

開
し
、
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て

い
く
の
だ
（
母
集
団
育
成
・
強
化
）。

　
こ
れ
を
学
生
募
集
に
当
て
は
め
て
み

る
と
、
母
集
団
形
成
は
「
多
く
の
高
校

生
に
大
学
名
を
知
っ
て
も
ら
い
、
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
で
あ
り
、
母

集
団
育
成
・
強
化
は
「
大
学
へ
の
〝
好

感
度
〞
を
高
め
、
模
試
で
志
望
登
録
を

し
て
も
ら
い
、
最
終
的
に
出
願
、
入
学

に
ま
で
結
び
つ
け
る
こ
と
」
に
な
る
だ

ろ
う
。

　
し
か
し
実
際
に
は
こ
れ
ら
２
つ
の
段

階
に
最
適
な
活
動
や
メ
デ
ィ
ア
が
選
ば

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
目
的
が
曖
昧
な
場

合
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
母
集
団
形

成
に
活
動
が
偏
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
な
い
。
こ
れ
で
は
志
望
度
の
高
い

学
生
は
増
や
せ
な
い
。

　　
一
般
商
材
と
比
べ
、
大
学
の
学
生
募

集
は
、
好
感
度
を
比
較
的
可
視
化
し
や

す
い
。
一
般
商
材
の
場
合
、
大
規
模
な
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志望度の高い学生募集のための母集団形成と育成・強化の流れ

よくある学生募集の課題と母集団の関係
母集団は多いのに出願率が低い

そ
の
活
動
目
的
、方
法
、指
標
は
最
適
か
？

募
集
活
動
再
点
検

母
集
団

募
集
広
報
活
動

学
年

4
年
間
継
続
し
て
学
ぶ

高1 高2 高3

形成 育成・強化

知ってもらう
（認知・接触）

接触 出願 接触 出願模試で志望登録

1～3位

4位
以下

接触 出願模試で志望登録

？

接触 出願模試で志望登録

資料請求は多いのに
出願してくれない

志望登録者の多くが出願
するが、母集団が小さい

ケース1

出願率は高いが母集団が小さい

模試の志望登録者数とその順
位の割合がわかれば、いつどん
な手を打つべきかがわかる

接触ツール別に接触状況を分析すること
で、どこに接触者拡大の機会があるのかを
見定める（回数・時期・エリア・メディア）

好意を
持ってもらう

模試で
志望登録

受験校の
一つとして
出願

合
格

入学先と
して
選ばれる

高
校
生
の
大
学
に
対
す
る
意
識
、

情
報
の
収
集
方
法
は
変
化
し
て
い
る
。

前
例
踏
襲
の
募
集
活
動
で
は
、

志
望
度
の
高
い
学
生
を
集
め
る
の
が

厳
し
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

最
近
の
傾
向
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

募
集
活
動
を
見
直
す
観
点
を
ま
と
め
た
。

特集●高大接続改革を踏まえた学生募集戦略

募
集
活
動
の
起
点
は

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定

母
集
団
の
形
成
と
育
成
で
は

施
策
が
異
な
る

ケース2

例
えば

例
えば

接
触
か
ら
出
願
ま
で

戦
略
的
に
好
感
度
を
上
げ
る

受験情報誌

受験情報サイト

高校訪問

DM

入試説明会

進学相談会

大学案内・大学の受験生用サイト

オープンキャンパス



　
高
校
訪
問
は
、「
高
校
の
教
育
現
場

に
関
す
る
情
報
収
集
」「
高
校
と
の
信

頼
関
係
づ
く
り
」
が
目
的
と
な
る
。
　

　
や
や
も
す
る
と
、
自
学
の
特
色
や
教

育
方
針
を
一
方
的
に 

話
す
〝
営
業
〞

に
な
り
が
ち
だ
が
、
近
年
は
、
高
校
生

の
実
態
、
高
校
の
教
育
現
場
の
変
化
と

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
機
会
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
、
お
互
い
本
音
で
話
せ
る
高
校
教
員

の
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
高
校
に
向
け
た
情
報
提
供
は
、
当
然

高
校
教
員
の
興
味
・
関
心
に
合
わ
せ
た

も
の
が
望
ま
し
い
。
今
で
あ
れ
ば
、

2
0
2
0
年
度
に
向
け
た
入
試
改
革
へ

の
関
心
が
高
い
。
入
試
改
革
に
関
す
る

最
新
動
向
を
押
さ
え
た
う
え
で
、
自
学

の
入
試
改
革
の
方
針
、
進
捗
状
況
を
伝

え
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
高
校
教
員
は
、
そ
の
高
校
の

卒
業
生
が
ど
の
よ
う
な
大
学
生
活
を

送
っ
て
い
る
の
か
が
気
に
な
る
も
の

だ
。
個
人
情
報
の
扱
い
に
配
慮
し
た
う

え
で
、
卒
業
生
の
大
学
入
学
後
の
成
績

や
大
学
生
活
の
様
子
、
就
職
状
況
な
ど

を
伝
え
る
こ
と
が
、
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　
訪
問
担
当
者
が
毎
回
変
わ
っ
た
り
、

話
す
内
容
が
人
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち

だ
っ
た
り
、
大
学
全
体
の
こ
と
に
つ
い

て
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
高

校
か
ら
の
信
頼
が
薄
れ
て
し
ま
う
。
事

前
研
修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
伝
え
る
べ

き
要
点
を
整
理
し
た
訪
問
資
料
を
準
備

し
て
お
き
た
い
。

　
訪
問
校
の
選
定
は
、
過
去
の
実
績
な

ど
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
場
合
が
多
い

が
、
自
学
の
今
後
の
募
集
戦
略
に
合
わ

せ
て
見
直
す
こ
と
も
重
要
だ
。

　
高
校
教
員
向
け
の
入
試
説
明
会
は
、

入
試
方
式
の
説
明
を
通
し
て
、
大
学
の

特
色
、
教
育
方
針
を
プ
レ
ゼ
ン
す
る
機

会
に
も
な
り
得
る
。
中
に
は
、
入
試
の

変
更
点
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
告
知
す
る

程
度
に
と
ど
め
、
高
校
へ
の
情
報
提
供

を
し
て
い
な
い
大
学
も
見
ら
れ
る
。
入

試
の
変
更
点
は
必
ず
高
校
に
告
知
し
、

変
更
に
至
っ
た
理
由
、意
図
を
、

エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
し
な
が
ら
説

明
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　
説
明
会
が
実
績
校
向
け
の

ル
ー
チ
ン
業
務
に
な
っ
て
し
ま

い
、「
参
加
す
る
高
校
の
顔
ぶ

れ
が
毎
年
同
じ
」
と
い
う
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
戦
略
的
に
常
連
校

以
外
の
高
校
も
招
く
な
ど
し

て
、
新
た
な
高
校
と
の
関
係
づ

く
り
に
も
つ
な
げ
た
い
と
こ
ろ

だ
。

た
が
っ
て
社
会
の
課
題
と
大
学
で
の
学

び
を
結
び
つ
け
る
授
業
を
展
開
す
れ
ば
、

高
校
生
の
興
味
を
引
く
可
能
性
は
高
い
。

　
最
近
は
保
護
者
同
伴
の
参
加
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
保

護
者
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
保
護
者
講

演
会
し
か
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

保
護
者
向
け
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
、

専
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
る
工
夫
が

あ
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　　
進
学
相
談
会
の
本
来
の
目
的
は
、
受

験
生
・
保
護
者
と
の
関
係
づ
く
り
に
あ

る
。
高
校
訪
問
と
同
様
、
情
報
発
信
の

場
で
は
な
く
、
相
手
の
悩
み
を
聞
き
つ

つ
ニ
ー
ズ
を
探
る
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
機
会
と
捉
え
た
ほ
う
が
よ
い
。

　
開
催
場
所
や
時
期
を
何
年
に
も
わ

た
っ
て
変
え
て
い
な
い
と
い
う
大
学
も

多
い
が
、
戦
略
的
に
見
直
し
て
い
く
べ

き
だ
ろ
う
。
実
績
が
あ
る
地
域
だ
け
で

な
く
、
潜
在
需
要
が
あ
り
そ
う
な
地
域

で
開
催
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。
高
校
で

実
施
す
る
相
談
会
に
参
加
す
れ
ば
、
高

校
と
の
よ
い
関
係
づ
く
り
に
も
な
る
。

　
か
つ
て
大
学
案
内
は
〝
大
学
の
総
合

カ
タ
ロ
グ
〞
と
し
て
、
高
校
生
に
と
っ

て
重
要
な
情
報
源
だ
っ
た
。
し
か
し
、

今
の
高
校
生
は
、
大
学
に
興
味
を
持
っ

た
ら
す
ぐ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
検
索

し
、
情
報
を
収
集
す
る
。
ま
た
、

S
N
S
を
使
っ
て
、
そ
の
大
学
の
学
生

の
リ
ア
ル
な
生
活
を
見
聞
き
す
る
高
校

生
も
い
る
。
広
報
ツ
ー
ル
と
し
て
の
大

学
案
内
の
位
置
付
け
を
再
考
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

　〝
総
合
カ
タ
ロ
グ
〞
の
よ
う
な
大
学
案

内
の
場
合
、
全
学
の
意
見
を
取
り
入
れ

て
作
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ど
の
大
学

も
似
た
よ
う
な
内
容
に
な
り
が
ち
だ
。

こ
れ
で
は
、
そ
の
大
学
ら
し
さ
が
、
か

え
っ
て
伝
わ
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。

志
望
度
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
す
る
な
ら
ば
、〝
総
合
カ
タ
ロ
グ
〞
か

ら
、
例
え
ば
大
学
へ
の
好
感
度
を
上
げ

る
〝
フ
ァ
ン
ブ
ッ
ク
〞
へ
と
位
置
付
け

を
変
え
る
の
も
一
つ
の
手
だ
。
ま
た
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
、
目
的
別
に
分

冊
化
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
大
学
案
内
を
「
作
る
こ
と
」

が
目
的
化
し
て
し
ま
い
、
そ
の
効
果
を

検
証
し
て
い
な
い
大
学
が
少
な
く
な
い
。

ま
ず
は
、
既
存
の
大
学
案
内
の
募
集
上

の
効
果
を
、
在
学
生
へ
の
調
査
で
検
証

し
て
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
ア

ン
ケ
ー
ト
の
分
析
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

設
定
に
も
役
立
つ
は
ず
だ
。

　
今
の
高
校
生
の
多
く
は
パ
ソ
コ
ン
で

は
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
。「
○
○
大
学
　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」と
い
っ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
検
索
か
ら
ペ
ー
ジ
に
入
り
、
必

要
な
情
報
を
確
認
し
た
ら
、
ペ
ー
ジ
か

ら
離
れ
る
と
い
う
使
い
方
が
多
い
。「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
最
適
化
し
た
設
計
に

な
っ
て
い
る
か
」「
検
索
エ
ン
ジ
ン
最
適

化
は
な
さ
れ
て
い
る
か
」「
情
報
が
ス
ト

レ
ス
な
く
読
め
る
つ
く
り
に
な
っ
て
い

る
か
」
と
い
っ
た
観
点
で
見
直
し
を
図

り
た
い
。

　
中
に
は
内
容
が
大
学
案
内
や
入
試
要

項
と
同
じ
で
、
更
新
も
あ
ま
り
さ
れ
て

い
な
い
大
学
も
あ
る
よ
う
だ
。
高
校
生

が
興
味
を
持
っ
て
何
度
も
訪
れ
た
く
な

る
よ
う
な
、
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
展

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
特

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
資
料
請
求
や

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
な
ど
、

次
の
行
動
に
誘
導
し
や
す
い
特
徴
を
持

つ
デ
バ
イ
ス
だ
。
こ
の
特
徴
を
う
ま
く

活
用
し
た
い
。
さ
ら
に
今
で
は
S
N
S

を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
も
外
せ
な
い
。
サ
イ
ト
流
入
も
期
待

で
き
る
の
で
検
討
し
て
み
よ
う
。

2017 9-1017 2017 9-10 16

特集●高大接続改革を踏まえた学生募集戦略

高
校
教
員
と
の
信
頼
関
係
づ
く
り
の
た
め
に

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス・進
学
相
談
会

母
集
団
育
成
・
強
化
の
要

高
校
生
の
活
用
実
態
に
合
わ
せ
た
工
夫
を

大
学
案
内・大
学
の
受
験
生
用
サ
イ
ト

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
自
学
に
興

味
を
持
っ
た
生
徒
の
志
望
度
を
上
げ
る

絶
好
の
機
会
。
近
年
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
へ
の
参
加
を
夏
休
み
の
課
題
と

し
て
出
す
高
校
も
多
く
、
高
２
生
、
高

１
生
の
参
加
が
増
え
て
い
る
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
成
功
す
る

か
ど
う
か
は
、
運
営
に
関
わ
る
学
生
ス

タ
ッ
フ
の
姿
勢
、
対
応
力
が
鍵
に
な
る
。

参
加
者
か
ら
見
て
、
最
も
目
に
つ
く
部

分
だ
か
ら
だ
。
最
近
の
高
校
生
は
低
学

年
か
ら
複
数
の
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
参
加
し
て
い
る
た
め
、
他
大

学
と
比
較
し
て
見
ら
れ
る
。
学
生
の
成

長
の
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
事

前
研
修
の
機
会
を
設
け
、
ス
タ
ッ
フ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
キ
ル
を
高
め
て

お
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　
ま
た
、
模
擬
講
義
の
内
容
を
、
担
当

教
員
に
任
せ
き
り
に
し
て
し
ま
う
と
、

専
門
分
野
の
話
に
終
始
し
、
高
校
生
の

興
味
を
引
か
な
い
場
合
も
あ
る
。
今
、

高
校
で
は
探
究
学
習
の
時
間
を
拡
充
さ

せ
て
お
り
、
社
会
と
自
分
と
の
関
わ
り

を
考
え
さ
せ
る
指
導
も
し
て
い
る
。
し

募集活動
再 点 検

高
校
訪
問
・
入
試
説
明
会

募集活動
再 点 検

募集活動
再 点 検

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

機
会
に
も
な
る
高
校
訪
問

大
学
案
内
の

位
置
付
け
を
見
直
す
時
期

学
生
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
が

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
鍵

入
試
説
明
会
で
は

教
育
方
針
を
P
R
す
る

進
学
相
談
会
を
通
じ

関
係
を
築
く

ス
マ
ホ
フ
ァ
ー
ス
ト
の

視
点
で
サ
イ
ト
を
設
計

撮影（P.17上写真）／御堂義乗　撮影協力／専修大学



高
校
の
進
路
学
習
で
の
活
用
を
想
定

受
験
情
報
誌・受
験
情
報
サ
イ
ト

　
受
験
情
報
誌
は
高
校
の
進
路
学
習
の

時
間
に
使
用
さ
れ
る
冊
子
だ
。
特
に
、

ま
だ
進
路
観
が
漠
然
と
し
て
い
る
高
１

生
、
高
２
生
が
、
大
学
の
情
報
収
集
と

比
較
検
討
の
た
め
に
活
用
す
る
。
ゆ
え
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に
大
学
の
認
知
度
を
上
げ
る
の
に
適
し

た
メ
デ
ィ
ア
だ
と
言
え
る
。

　
母
集
団
形
成
が
鍵
に
な
る
大
学
は
、

高
３
生
向
け
の
媒
体
か
ら
出
稿
し
て
も

遅
い
。
近
年
は
低
学
年
か
ら
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
す
る
の
が
ト
レ
ン

ド
な
の
で
、
高
２
の
夏
休
み
前
ま
で
に

発
行
さ
れ
る
受
験
情
報
誌
に
出
稿
し
、

認
知
度
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。

　
受
験
情
報
誌
は
、
複
数
の
大
学
を
横

並
び
で
比
較
す
る
も
の
。
そ
の
た
め
、

提
供
す
る
情
報
の
内
容
、
コ
ピ
ー
や
原

稿
は
、
高
校
生
の
視
点
に
立
っ
た
も
の

に
な
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

　
情
報
誌
へ
の
広
告
出
稿
の
成
果
指
標

と
し
て
は
、
高
１
、
高
２
前
半
向
け
で

は
資
料
請
求
の
数
と
そ
の
質
、
高
２
後

半
か
ら
は
、
模
試
の
志
望
登
録
状
況
を

見
て
お
き
た
い
。

　
受
験
情
報
サ
イ
ト
へ
の
広
告
出
稿
に

関
し
て
も
、
大
学
の
受
験
生
向
け
サ
イ

ト
と
同
様
、
ス
マ
ホ
フ
ァ
ー
ス
ト
の
つ

く
り
に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
た

い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
最
適
化
し
た

設
計
、
高
校
生
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
な

く
読
め
る
記
事
の
内
容
に
な
る
よ
う
努

め
る
べ
き
だ
。
ま
た
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す

べ
き
属
性
を
狙
っ
て
配
信
で
き
る
タ
ー

ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
に
よ
り
、
来
て
ほ
し

い
高
校
生
に
効
率
的
に
情
報
提
供
を
行

う
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　
広
告
を
展
開
す
る
時
期
と
し
て
は

「
高
校
入
学
後
〜
高
２
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
前
」「
受
験
へ
と
気

持
ち
が
切
り
替
わ
る
高
２
・
３
学
期
〜

高
３
・
１
学
期
」「
併
願
大
を
検
討
す

る
高
３
の
秋
〜
出
願
直
前
期
」
の
３
つ

の
山
場
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
、

高
校
生
の
気
持
ち
に
沿
っ
た
情
報
を
提

供
し
て
志
望
度
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
志
望
登
録
、
出
願

な
ど
、
次
の
行
動
へ
と
誘
導
し
た
い
。

　
D
M
は
予
算
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
応
じ
て
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

活
用
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
。
予
算
が
限
ら

れ
る
小
規
模
の
大
学
で
は
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
っ
て
個
人
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ

で
き
る
D
M
を
有
効
に
活
用
す
べ
き
だ

ろ
う
。
ま
た
、
効
果
検
証
が
し
や
す
い

か
ら
こ
そ
、
場
当
た
り
的
で
な
く
、
年

間
の
募
集
戦
略
に
の
っ
と
り
、
目
的
を

定
め
て
計
画
的
に
使
い
た
い
。

　
母
集
団
形
成
を
目
的
と
す
る
場
合

は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
学
力
層
、

エ
リ
ア
、
志
望
学
問
系
統
で
セ
グ
メ
ン

ト
で
き
る
リ
ス
ト
を
用
い
て
D
M
を
送

付
す
る
の
が
よ
い
。
た
だ
し
、
マ
ス
向

け
の
広
告
と
同
じ
内
容
や
原
稿
で
は

D
M
の
効
果
は
半
減
す
る
。

　
母
集
団
育
成
・
強
化
を
目
的
と
す
る

場
合
、
一
度
送
っ
た
だ
け
で
は
高
校
生

の
心
に
は
響
か
な
い
。
関
心
を
持
っ
て

く
れ
た
（
資
料
請
求
を
し
た
）
高
校
生

に
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
た
せ
た
D
M

を
複
数
回
送
付
し
、
大
学
へ
の
好
感
度

を
徐
々
に
上
げ
て
い
く
の
が
理
想
だ
。

　
な
お
、
最
近
は
時
期
や
属
性
が
よ
り

シ
ャ
ー
プ
に
設
定
で
き
る
ウ
ェ
ブ
D
M

の
し
く
み
も
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
D
M
を
企
画
す
る

際
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
目
標
、
効
果
検

証
の
指
標
と
分
析
方
法
ま
で
設
計
す
る

べ
き
だ
。
そ
れ
が
で
き
て
い
れ
ば
、
企

画
が
シ
ャ
ー
プ
に
な
り
、
対
費
用
効
果

も
高
ま
る
は
ず
だ
。

募集活動
再 点 検

計
画
性
と
リ
ス
ト
の
質
が
ポ
イ
ン
ト

D
M

募集活動
再 点 検

志望度の高い学生募集のための募集活動見直し点検表
～手段が目的化していないかチェックを！

■「営業」ではなく高校や高校生の実態、ニーズの
把握を最優先
■高校の興味関心に合わせた情報提供（今なら
入試改革が旬）
■研修の実施や、伝える要点をそろえ、説明しやす
い資料の整備
■アポをとって継続的に訪問する
■今後の大学の戦略に合った訪問校選び

■入試変更点は必ず高校にも告知する
■変更点は必ずその意図やエビデンスを提供する
■高校側のニーズや自学の入試改革に合わせて
コンテンツを見直す
■教職員だけでなく、教育の成果として在学生の
活用も効果的
■戦略的に常連校以外の高校も招待してみる

■高校生の使い方や気持ちの変容調査を行い、
効果検証
■分厚い1冊ではなく、ターゲット別に作り分け
■好感度アップが目的なら「カタログ」ではなく

「ファンブック」として捉えてみる
■ウェブファーストで大学案内の位置付け、作り方
を見直す

■母集団形成には低学年からの参画
■進路学習の中で大学研究の一環として活用さ
れることを想定した出稿時期、原稿
■高校生視点、横並びに見られること前提での情
報や原稿の工夫

■スマホでの活用を優先にしたコンテンツ
■入学～高2夏のOCまで、高2・3学期～高３・１学
期、高３の秋～出願までの３つの山場に合わせた
オプション広告（バナー等）
■ソーシャルメディアを使った施策

■狙いに合わせて学力層、エリア、志望学問系統
等をセグメントして発送する

■資料請求者向けに、継続的、計画的な接触（イ
ベント案内DMや入試直前期の気持ちを上げるク
リスマスカードDMなど）
■ウェブDMの活用

■一方的に大学のことを話す「営
業」になっている
■高校に何を伝えるか戦略性が薄い
■訪問担当者のレベルにムラがある
■毎回訪問者が異なる
■訪問校選定の戦略性が弱い
■高校側の事情に配慮せず訪問する

■入試に変更があっても高校向けの
情報提供は手薄、HPで告知する程
度
■実績校向けのルーチン業務になっ
てしまっている
■参加校のニーズを把握しないまま
実施している
■参加校の顔ぶれに変化がない

■コストが一番かさむ割には募集広
報への効果が不明
■全学部の意見を反映させると、募
集広報上の強みを生かしにくい
■どの大学も同じようなつくりで特色
が伝わりにくい
■高校生はスマホで情報収集

■大学案内や入試要項と同じコン
テンツ
■更新があまりなされない
■知りたい情報が検索しにくい
■スマホ対応が遅れ、PC主体のつくり
■保護者向けのコンテンツが手薄

■出稿時期が高3中心
■高校での活用を想定した原稿に
なっていない
■高大接続改革を受けての高校の
進路指導スケジュールの変化を見越
した出稿時期、原稿になっていない

■スマホ対応が遅れ、PC主体のつく
り
■ウェブマーケティングの知識があま
りない

■場当たり的（目的が不明確）
■ターゲットが不明確
■効果検証されていない

高校現場の
情 報 収 集と
高 校との 信
頼関係づくり

入試を通じて
大学の特色
をプレゼンす
る、高校との
信頼関係づ
くり

大学への
好感度アップ

大学への
好感度アップ、
出願

段階的に自
学の認知を
高め、母 集
団形成

段階的に自
学の認知を
高め、母 集
団形成と育
成

■本音で話ができる高
校教員の数
■その高校からの出願
者数、入学者数、入学
者の成績や中退率等
入学後の動向

■参加教員の役立ち度
■参加高校からの出
願者数、入学者数、入
学者の成績や中退率
等入学後の動向

■入学者を対象とした
活用度調査

■一般的なPCの指標
（PV、滞在時間等）で
はなく、スマホならでは
の指標

■ 媒 体 別 資 料 請 求
数、出願率、高2後半
からは模試の志望登録
状況

■資料請求数だけでな
く、出願率、高２後半か
らは模試の志望登録
状況

■入学者を対象とした
影響度調査

対象者 目的 現状の問題 見直しの視点 指標

■相手の悩みや知りたいことを聞き、そのニーズに
合った情報を提供する
■開催場所、時期は戦略的に。実績だけでなく、今
後ポテンシャルがある地域も検討する
■高校内開催は高校とのよい関係づくりにもなる

■どの地域や高校、または相談者に
も同じ画一的な説明、対応をしている
■大学の特色PR一辺倒になってい
る
■開催場所、時期がずっと同じ

受験生・保護
者との 関 係
づくり

■参加者の役立ち度
や自学への好感度調
査結果の推移
■出願率、入学率の
推移

進学相談会
（高校生・
保護者対象）

■学生スタッフ、教員のモチベーションや対応力アップ
■保護者対策（保護者講演会だけでなく、保護者
へのコミュニケーション強化、保護者向けのキャン
パス案内など）
■入試改革や高校の探究学習に合わせた、入試
と入学後の学びがつながるメニューの開発
■重点校向けオリジナルツアー企画

■低学年化、目の肥えた参加者の増加
■保護者向けメニューが手薄
■メニューの肥大化
■学生スタッフの質・モチベーション
■模擬授業が教員任せ
■実施回数、時期の妥当性

大学への
好感度アップ
と受験準備

■参加者の役立ち度
や自学への好感度と各
メニューの寄与率調査
■参加者の出願率、
入学率の推移、入学
者のOC評価調査
■OC参加して入学した学
生のスタッフへの応募率

オープン
キャンパス

高
校
教
員

高校訪問

形成

育成

形成

育成

形成

育成

形成

育成

形成

育成

形成

育成

形成

育成

形成

育成

形成

育成

○

○

△

○

△

○

△

○

△

○

△

○

○

△

○

○

○

○

大学案内

入試説明会
(高校教員
対象）

高
校
生
・
保
護
者

大
学
発
の
イ
ベ
ン
ト

大
学
発
の
メ
デ
ィ
ア

個
別
ア
プ
ロ
ー
チ

高
校
の
授
業
で
使
わ
れ
る
メ
デ
ィ
ア

受験生用
サイト

（大学）

受験
情報誌

受験情報
サイト

（業者）

DM

認知

好感度アップ

■知りたい情報がストレスなく調べられるかユーザ
ビリティの見直し
■スマホファーストなつくりに
■サイト独自、継続して訪問したくなるしかけやコン
テンツ
■SNSでの展開も考えてみる
■検索ワード別に最適なコーナーが表示されるか
検証

母集団形成 or 育成
どちら向きか？

高
１
、２
生
向
け
に
露
出
し

認
知
度
ア
ッ
プ
を
図
る

場
当
た
り
的
で
は
な
く

戦
略
を
持
っ
て
活
用
を

高
校
生
の
意
識
・
行
動
を

考
慮
し
て
情
報
を
提
供

■DM送付者のイベン
ト参加率
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高
校
と
の
関
係
性
が
つ
く
れ
、
一
定
の
効

果
は
あ
る
」と
い
う
こ
と
だ
。
中
に
は「
地

域
ご
と
に
入
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
配
置
」「
初

め
て
入
学
者
が
出
た
高
校
は
必
ず
行
く
」

「
学
長
自
ら
訪
問
」
と
い
っ
た
例
も
あ
る
。

さ
ら
に
訪
問
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
学
の

一
方
的
な
P
R
で
は
な
く
、
相
手
（
高
校
）

の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
提
供
す
る
情
報
を
変
え
る
な
ど
の
工
夫

を
し
て
い
る
大
学
が
め
だ
っ
た
。
特
に
推

薦
・
A
O
入
試
の
割
合
が
高
い
場
合
、
受

験
生
の
掘
り
起
こ
し
が
鍵
と
な
る
が
、
訪

問
時
に
「
本
学
を
志
望
す
る
生
徒
の
相
談

も
受
け
る
」
大
学
も
あ
る
。

　
ま
た
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
の
た
め
、

規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
地
元
以
外
へ
の

広
報
を
強
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
高

校
は
エ
リ
ア
に
よ
り
状
況
が
異
な
る
。

よ
っ
て
今
後
は
エ
リ
ア
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
、画
一
的
で
な
い
情
報
を
提
供
し
た
い
。

　
高
校
訪
問
は
あ
る
程
度
の
校
数
は
必
要

だ
が
、
渡
し
た
名
刺
や
資
料
の
数
だ
け
で

は
「
志
望
度
の
高
い
」
生
徒
を
高
校
か
ら

送
り
出
し
て
も
ら
え
な
い
。
定
め
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
合
致
す
る
高
校
と
質
の
高
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
、
結

果
的
に
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な

が
ろ
う
。

　
左
上
の
２
つ
の
グ
ラ
フ
は
、
あ
る
エ
リ

　　
高
校
生
の
進
路
選
択
に
お
け
る
高
校
教

員
の
関
わ
り
方
が
変
化
し
て
い
る
。
ひ
と

昔
前
は
進
路
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
主
に
地
方
部
や
私
立
の
高
校
だ
っ
た

が
、
今
で
は
都
市
部
の
高
校
で
も
非
常
に

熱
心
で
あ
る
。
全
国
的
に
「
高
校
は
生
徒

の
卒
業
後
の
将
来
に
責
任
を
持
つ
べ
き

だ
」
と
い
う
考
え
方
が
浸
透
し
、
高
校
教

員
が
生
徒
の
進
路
選
択
に
積
極
的
に
関
わ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高

校
教
員
の
大
学
へ
の
評
価
が
、
生
徒
の
志

望
校
決
定
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

　
大
学
に
と
っ
て
生
徒
を
送
り
出
し
て
く

れ
る
高
校
は
、〝
顧
客
〞の
よ
う
な
存
在
だ
。

関
係
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
わ
か
っ

て
い
て
も
、
お
願
い
す
る
立
場
に
な
る
の

で
、
ど
う
し
て
も
遠
慮
し
が
ち
に
な
る
。

し
か
し
大
学
は
、
募
集
広
報
の
点
で
も
、

教
育
の
接
続
の
点
で
も
、
高
校
と
の
信
頼

関
係
を
築
く
必
要
が
あ
る
の
は
間
違
い
な

い
。
で
は
、
ど
う
し
た
ら
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
　
T
H
E
世
界

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版
の
「
教
育
満
足

度
」
が
高
か
っ
た
大
学
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し

た
結
果
を
基
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
大
学
に
共
通
し
て
い
る
の
は

高
校
訪
問
な
ど
、高
校
教
員
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
重
視
し
て
い
る
点
だ
。
高
校
訪
問
は

担
当
者
を
決
め
、
複
数
回
訪
問
す
る
と
い

う
大
学
が
多
い
。「
情
報
が
統
一
化
で
き
、

ア
内
の
入
試
難
易
度
が
同
レ
ベ
ル
の
複
数

の
大
学
に
つ
い
て
、
進
路
指
導
教
員
に
調

査
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。「
高

校
訪
問
の
頻
度
が
最
も
高
い
大
学
」「
情

報
提
供
が
最
も
わ
か
り
や
す
い
大
学
」
を

挙
げ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
【
図
１
】、「
訪

問
の
頻
度
」
と
「
情
報
提
供
の
わ
か
り
や

す
さ
」
が
同
程
度
の
評
価
の
大
学
も
あ
れ

ば
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
大
学
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
B
大
学
は
教
育
改
革
に

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
て

い
る
が
、
生
徒
を
成
長
さ
せ
る
と
は
あ
ま

り
見
ら
れ
て
い
な
い【
図
２
】。こ
の
場
合
、

学
生
を
育
て
る
し
く
み
を
発
信
す
べ
き
だ

ろ
う
。
訪
問
を
重
ね
る
こ
と
で
情
報
量
は

多
く
な
る
が
、「
ど
ん
な
情
報
を
、
い
か

に
伝
え
る
か
」
も
重
要
だ
と
言
え
よ
う
。

　
一
般
的
に
高
校
教
員
は
、
入
試
を
通
じ

て
大
学
を
評
価
す
る
傾
向
が
あ
る
。
生
徒

の
３
年
間
の
学
習
成
果
を
入
試
で
認
め
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、
学
力
を
評

価
し
な
い
タ
イ
プ
の
推
薦
・
A
O
入
試
を

生
徒
に
勧
め
る
こ
と
を
よ
し
と
し
な
い
。

ま
た
、
受
験
指
導
に
必
要
な
情
報
（
合
格

最
低
点
等
）
を
開
示
し
な
い
大
学
、
入
試

に
そ
の
大
学
ら
し
さ
が
な
い
大
学
（
過
度

に
多
様
化
し
た
だ
け
の
入
試
方
式
等
）
は

低
い
評
価
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が
高
い
。

　
と
す
る
と
、
今
回
の
入
試
改
革
は
学
生

募
集
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
反
面
、
大
学
の

入
試
改
革
へ
の
姿
勢
、
熱
意
が
比
較
さ
れ

や
す
く
な
っ
た
と
も
言
え
る
。
自
学
の
学

び
に
合
っ
た
学
生
募
集
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
入
試
を
用
意
す
る
か
は
、
高
校
教
員

と
の
関
係
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ

ろ
う
。

　高校訪問、特に地方高校への直接広報を大事にして
いる専修大学。全学の職員からなる150人の入学アドバ
イザーが20地域530の高校を訪問する。
　同大学は高校訪問を、「まず話を聞いてもらうための土
壌づくり」と考えている。１度の訪問で関係を築くのは無
理なため、１人の担当者が３年連続で訪問する。「短期
間の訪問になりがちだが、大事なのは熱意。一般的に
信頼できる人間から語られる言葉のほうが、耳に入りやす
いものです」と入学センターの寺田泰夫部長は語る。
　地方の高校生が置かれている環境を実感するため、
交通事情が悪くてもあえてバスや徒歩で移動することも
ある。スカラシップ入試の定員拡大は、高校訪問で聞い
た「経済的な理由から首都圏への進学を諦めざるを得な
い」というリアルな声から生まれたものだ。
　「高校訪問を通じて高校には、高大接続改革に向け
どんな課題があるのか、話を聞きたい。そうでないと大学
の独りよがりな改革になってしまう。現場の人間同士が
本音で意見をぶつけあい、生徒ファーストの視点で教育
連携を図っていきたい」。（寺田部長）

高
校
の
評
判
が
高
い
大
学
に

共
通
す
る
点
は
？

高
校
教
員
は
入
試
を
通
じ
て

大
学
を
評
価
し
て
い
る

高
校
と
の
信
頼
関
係
の
築
き
か
た

　
　
　
　
　
　
　
　

特集●高大接続改革を踏まえた学生募集戦略

大学の中身を知ってもらう以前に
まずは土壌づくりが大切
専修大学

進
路
選
択
へ
の
高
校
教
員
の
関
わ
り
の
変
化

ニーズ・要求の変化

〜
高
校
教
員
は
大
学
を
ど
う
見
て
い
る
か
？

進路に対する意欲や学力は生徒によって異なり、
結果的に志望する大学に進学させているだけ。
特に都市部は、進路指導、受験指導の中心は塾・
予備校が中心に担うという意識

高校卒業後
の進路は

入学後、どれだけ生徒の意欲・学習習慣と学力を
高めることができたかという点で高校がより評価される。
都市部でも学校・高校教員の生徒への
関与度が高まる

ひ
と
昔
前

現
在

進
路
保
証

【図１】高校訪問の頻度が最も高い大学／
　 高校への情報提供が最もわかりやすい大学

【図2】教育改革に前向きだと感じる大学／
   送り出した生徒が最も成長すると感じる大学  

＊ベネッセコーポレーション調べ
  回答者：高校教員＜進路指導担当中心＞４６５人  
＊調査対象とした大学は、同じエリアに所在する入試難易度がほぼ同レベルの私立大学  

訪問頻度
情報提供

教育改革
生徒の成長

A大学 B大学 C大学 D大学 E大学

A大学 B大学 C大学 D大学 E大学

広報＝コミュニケーション 2コラム 

「自己責任」 

高校卒業後
の進路は 「学校責任」 

高校教員の大学への要望の例
●大学説明会の際、最も聞きたいのは入試内容。
スライドもなく早口で説明するのはやめてほしい。

●一般入試の合格最低点を開示してほしい。

●大学入学共通テストや英語４技能検定が各大
学の入試にどう関わってくるのか、早めに知りたい。

●進学実績のない高校、少ない高校には大学は来
ない。また、高校が実施する進学イベントにも参加し
てもらえない。大学の事情もわかるが、つながりを深
めたいので積極的に来てほしい。

●外部業者を通して模擬授業を依頼しても、来ても
らえない大学がある。以前勤務していた高校は、進
学実績があったため、来てもらえた。今のところ実績
はないが、これから生徒にめざしてほしいと思う大学
には、ぜひ来てほしい。

●大学説明会に参加したが、他大学と比べ職員の
説明がうまく伝わってこなかった。担当者の話の質
向上を期待したい。

●学部によって特に推薦入試の事務面での取り
扱いが異なる。統一できるものは統一を。

●スピードを持った学部改革と入試説明会実施を
求む。

進
路
指
導

構成／編集部　文／本間学

イラスト／イデシタタケシ

＊高校教員の評判調査結果による

＊



県
内
の
人
口
減
少
を
見
越
し

募
集
エ
リ
ア
を
広
域
化

高
大
接
続
塾
に
よ
り

地
元
高
校
と
の
関
係
強
化

大
幅
な
18
歳
人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
る

東
北
の
公
立
大
学
と
し
て
抱
え
る
課
題
、

今
後
の
重
点
施
策
を
学
長
に
聞
い
た
。

生
を
対
象
に
高
大
接
続
塾
「
ハ
イ
レ
ベ

ル
数
学
講
座
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
校
で
学
ぶ
数
学
が
、
物
理

学
や
経
営
の
分
野
で
ど
の
よ
う
に
応
用

さ
れ
る
の
か
を
大
学
教
員
が
講
義
す
る

も
の
で
す
。
昨
年
は
43
名
が
参
加
し
、

「
数
学
を
楽
し
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
」
な
ど
、
好
評
で
し
た
。
学
生
募
集

を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
講
座
を
通
し
て
本
学
に
興
味

を
持
ち
、
結
果
的
に
進
学
を
め
ざ
す
高

校
生
が
出
て
き
て
く
れ
れ
ば
よ
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
近
年
、進
路
選
択
に
お
け
る
基
準
が
、

偏
差
値
重
視
か
ら
変
化
し
て
き
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
本
学
は
少
人
数
教
育
に

よ
る
手
厚
い
指
導
に
定
評
が
あ
り
、

T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版

で
も
、
教
育
リ
ソ
ー
ス
、
教
育
満
足
度

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
強
み
を
、
従
来
の
方
法
に
と
ら
わ

れ
ず
、
広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
学
は
県
と
の
協
定
で
出
願
倍
率
５

倍
以
上
を
目
標
に
し
て
お
り
、
こ
れ
が

学
生
募
集
の
指
標
と
な
り
ま
す
。
今
の

と
こ
ろ
こ
の
数
値
は
達
成
し
て
い
ま
す

が
、
秋
田
県
の
18
歳
人
口
は
全
国
平
均

と
比
べ
て
、
今
後
、
大
幅
に
減
少
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
の
一
般
入
試
の
結
果
を
分

析
し
て
み
る
と
、
県
外
出
身
者
と
比
較

し
て
県
内
出
身
者
の
成
績
は
芳
し
く
な

く
、合
格
率
が
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

県
立
大
学
の
た
め
入
学
者
の
３
割
以
上

は
県
内
出
身
者
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
は
推
薦
枠
で
満
た
す
こ
と

が
で
き
て
い
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
者
も
散
見
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
県
外
か
ら
の
入
学
者
に
関
し

て
は
、
北
関
東
や
東
海
な
ど
の
特
定
の

エ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
現
状
を
考
え
る
と
、
県
内
は
も
と
よ

り
県
外
に
も
本
学
の
教
育
の
特
徴
、
強

み
を
積
極
的
に
発
信
し
、
広
域
か
ら
高

校
生
に
本
学
を
志
望
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　
新
入
生
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
多

く
の
学
生
が
「
高
校
の
先
生
か
ら
の
勧

め
が
出
願
大
の
最
終
的
な
決
め
手
に

な
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
ま
ず
着
手
し
た
の
が
高
校
教

員
へ
の
情
報
発
信
で
す
。

　
本
学
で
は
地
元
の
高
校
校
長
経
験
者

に
よ
る
、
４
人
の
進
学
推
進
員
が
高
校

訪
問
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

１
人
が
訪
問
で
き
る
高
校
数
や
エ
リ
ア

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
一
昨

年
、
全
国
の
高
校
に
送
ら
れ
て
い
る
教

員
向
け
情
報
誌
に
、
記
事
広
告
を
６
回

に
わ
た
り
、
連
載
で
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
記
事
で
は
、
初
年
次
教
育
か
ら
研

究
内
容
、
就
職
支
援
な
ど
に
つ
い
て
順

を
追
っ
て
紹
介
し
、
本
学
が
学
生
を
育

て
る
し
く
み
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
記
事
に
対
す
る
高
校
教
員
の
評

価
や
本
学
の
認
知
状
況
を
、
ウ
ェ
ブ
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
調
査
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
は
分
析
し
、
次
年
度

以
降
の
募
集
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

　
保
護
者
へ
の
情
報
発
信
も
重
要
と
い

う
認
識
か
ら
、
地
元
の
高
校
に
協
力
を

仰
ぎ
、
高
校
単
位
で
の
保
護
者
向
け

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
立
大
と
し
て
、
地
元
の
高
校
と
の

学
び
の
接
続
も
大
切
で
す
。
県
内
の

S
S
H
、
S
G
H
指
定
校
と
の
接
続
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
だ
け
で
は
な

く
、
2
0
1
5
年
度
か
ら
地
元
の
高
校

秋
田
県
立
大
学
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こばやしじゅんいち●１948年長野県生まれ。1976年東北
大学大学院工学研究科博士課程修了。株式会社日立製作
所で主管研究員、ソリューションセンタ長等を歴任し、2007年
システム科学技術学部教授に就任。機械知能システム学科
長、理事兼副学長を経て、2017年4月より現職。博士（工学）。

特集●高大接続改革を踏まえた学生募集戦略

秋田県秋田市▶1920年に開校▶全日制・男女共学・普通科 生徒数689名
▶2013年からスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指定を受ける▶進
学実績（2016年度）国公立大／84名　私立大／東北福祉大、東海大、日
赤秋田看護大、東北文化学園大、ノースアジア大、埼玉工業大、専修大　他

課題

方針と
重点施策

▶進学推進委員（元高校校長）
　による高校訪問

▶県内外を問わず高校教員、保護者への情報発信を強化し、自学
　の人材育成面の強みを伝える
▶従来の高校訪問に加え、高校教員向けのメディアを利用した広
　報情報発信と同時に自学の評判調査・分析を実施

アドミッションチームが担当

志願倍率５倍以上

見直し前 見直し後

組織体制

成果指標

高大接続
改革への
取り組み

　本校はSSH指定を受けた2013年度から秋田県立大学と
連携協定を結び、主に１、２年生を対象とした協働活動を
行っています。
　現在実施している主な取り組みは、１年生向けには大学教
員による授業や秋田県立大学での実験実習等、２年生向け
には課題研究の分析手法などを学ぶ「研究室インターンシッ
プ」や高大の教員が協働して実施する授業（物理、化学、生
物）、大学院生が生徒に向けて研究内容を発表するポスター
セッションなどです。これらを通して生徒は１年次から「大学で
学ぶ目的」や「学びのプロセス」を感じ取り、進路選択におい
て重要な役割を果たします。

　大学との交流の機会を増やすことで、普段、なかなか知り
得ない最新の研究について理解が深められることも大きな利
点です。研究内容を知ることは、教員が進路指導を行う際の
参考にもなりますし、生徒自身の興味・関心を伸ばすことにも
つながります。実際に、高校時代に取り組んだ課題研究を大
学でも継続したいと、秋田県立大を志望するケースも見られ
ました。
　地元の大学なので以前から当然知ってはいましたが、この連
携事業により身近な存在になっていることは間違いありませ
ん。人口減少が著しい秋田県にあって、地元のことを考え、地
域のために研究したいと考える生徒に進学を勧めたいですね。

秋田県立大学 ▼ 1999年に秋田県により設置 ▼２学部8学科、学生数約1600人

▼ 3キャンパス1研究施設を持つ ▼ THE世界大学ランキング日本版2017総合順位58位、
同教育リソース61位、教育満足度85位、教育成果101-110位、国際性141-150位

学長小林淳一

高
校
教
員
へ
の
広
報
強
化

▶大幅な18歳人口減少が見込まれる地元エリアからの優秀な学生の確保
▶これまで以上に広いエリアから、自学をめざす学生を集める

▶秋田県内のSSH、SGH指定校と積極的に連携し
　接続教育プログラムを実施
▶県内の高校２年生向けに高大接続塾「ハイレベル数学講座」
　「ハイレベル生物講座」を開講し、大学での学びに対する興味、
　関心を醸成
▶高校単位での保護者対象キャンパス見学ツアー開催

理数系教育充実と
学びの継続につながる連携事業

高校の
視点

秋田県立大学の取り組み

秋田県立秋田中央高校
SSH主担当・教諭（化学）
奥山重美先生

募
集
エ
リ
ア
の
拡
大
に
向
け
て
認
知
拡
大
へ

変更なし

現状の志願倍率（７倍強）の維持

▶「ハイレベル数学講座」で、英語で授業を受けている様子。参加した高校生からは
　「簡単な計算も英語になるだけで解くのが楽しい」という感想が

教
員
向
け
情
報
誌
で

自
学
の
強
み
を
発
信



材
育
成
協
議
会
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

高
校
の
先
生
、
地
元
の
企
業
人
、
本
学

の
教
職
員
が
、
こ
の
地
域
で
活
躍
す
る

人
材
像
や
そ
の
育
成
に
つ
い
て
議
論

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
。

一
人
の
若
者
の
成
長
に
視
点
を
合
わ
せ

る
と
、
そ
の
学
び
は
高
校
、
大
学
、
企

業
で
途
切
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
若
者
の
一
貫
し
た
学
び
を
地
域
の

大
人
た
ち
が
皆
で
生
み
出
し
て
い
き
、

未
来
の
地
域
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す

る
と
い
う
文
化
を
、
こ
の
群
馬
県
で
育

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
大
接
続
は
、
地
域
の
中
で
高
校
と

大
学
が
一
緒
に
高
校
生
を
育
て
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
で
大
学
生
も
成
長
さ
せ
て
も

ら
う
取
り
組
み
で
す
。
結
果
と
し
て
、

あ
く
ま
で
も
「
結
果
と
し
て
」、
本
学

に
進
学
し
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す

が
、
そ
れ
を
目
的
に
し
て
し
ま
う
と
高

大
接
続
の
本
質
を
見
誤
り
、
う
ま
く
い

か
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
学
が
真
剣
に
地
域
の
人
材
育
成
に

目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
開
学
２
年
目
に
起
き
た
定
員
割
れ

で
し
た
。
日
本
初
の「
国
際
社
会
学
部
」

な
の
だ
か
ら
当
然
全
国
か
ら
受
験
生
が

集
ま
る
だ
ろ
う
と
い
う
過
信
が
あ
り
、

地
元
で
１
３
０
年
の
歴
史
を
誇
る
「
共

愛
学
園
」
と
し
て
の
強
み
を
認
識
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
の
反
省
か
ら
地
元
の
高
校
を
訪
ね

歩
い
て
伺
っ
た
声
は
、
学
費
支
援
の
た

め
の
資
格
特
待
生
制
度
等
の
設
置
や
学

ぶ
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
コ
ー
ス

制
導
入
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
自
学
の
立
ち
位
置
を
「
地
域
の
人

材
育
成
に
注
力
す
る
地
域
の
大
学
」
と

見
直
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
採
択
さ
れ
た
Ｇ
Ｇ
Ｊ
、Ｃ
Ｏ
Ｃ

等
各
事
業
で
は
、
ど
れ
も
一
貫
し
て
地

学
一
体
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
の
18
歳
人
口
は
２
０
２
０
年

か
ら
減
少
し
ま
す
。
現
在
、
大
学
進
学

者
数
約
９
千
人
の
う
ち
、
県
内
進
学
は

約
３
千
人
、
残
り
約
６
千
人
が
県
外
進

学
で
す
。
県
内
進
学
者
の
多
く
は
県
内

企
業
に
就
職
を
す
る
た
め
、
地
域
の
高

校
と
の
接
続
に
よ
り
高
校
生
が
地
元
に

目
を
向
け
、
学
力
の
３
要
素
を
伸
ば
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
高
大
接
続
は
ま
さ

に
地
域
人
材
育
成
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
そ
の
高
校
生
が
本
学
に
進
学
し

な
い
と
し
て
も
、
地
域
に
還
元
し
て
く

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
高
大
接
続
の
目
的

は
達
成
さ
れ
た
と
言
え
ま
す
。

　
地
元
の
高
校
と
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
連
携
事
業
の
特
徴
は
、
学
生
主
体

の
ピ
ア
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
多
い
こ
と
で

す
。
県
の
少
子
化
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
環
で
高
校
生
が
学
生
と
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
る
も
の
、
毎
週
学
生
が
高

校
に
通
っ
て
商
品
開
発
や
英
会
話
を
行

う
も
の
、
最
後
に
三
千
字
の
論
文
を
書

く
ゼ
ミ
形
式
の
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
で
学
生
が
高
校
生
の
学
び
を

支
え
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
系
で
は

Gunm
a Innovation A

w
ard

受
賞

学
生
が
教
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、

高
校
生
は
ア
ワ
ー
ド
に
応
募
も
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
大
学
生
と
の
学
び
の

体
験
は
、
ど
の
大
学
に
行
っ
て
も
役
立

つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
進
路
指

導
担
当
の
先
生
の
研
修
や
集
ま
り
な
ど

に
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
の
先
生
方
の
支
援
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
は
、
間
接
的
に
高
校
生
の
学

び
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
に
は
、「
高
大
」
と
「
産
」

を
つ
な
げ
る
試
み
と
し
て
、「
地
域
人

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
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おおもりあきお●東北学院大学大学院文学研究科博士前
期課程修了。1996年共愛学園に着任。2007年から教授。
2013年に副学長、2016年に現職。専門はアメリカ文学。群
馬県教委高大連携推進協議会委員、同教員育成協議会委
員、県内ＳＧＨ・ＳＳＨ運営指導員、県青少年健全育成審議会
会長ほか、国、県、市の公的委員を多数務める。

特集●高大接続改革を踏まえた学生募集戦略

▶群馬県太田市▶普通科、商業科の２学科、生徒数772人▶1964年太田市立商業高
校として開校。2012年度に併設校として太田市立太田中学校が開校。１期生受け入れに
伴い、2015年度から現高校名に改名▶進学実績（過去３ヵ年）国公立大／群馬大、高崎
経済大　他　私立大／共愛学園前橋国際大、足利工業大、関東学園大、神奈川大　他

課題

方針と
重点施策

見直し前 見直し後

組織体制

成果指標

　市を支える自動車産業では生産・販売拠点の海外シフトが
進み、グローバル人材の確保が急務。そこで2015年度にグ
ローバル人材育成事業「市立太田グローバルプログラム」を
開始して、前国さんと連携しています。地域人材育成協議会
での評判と、ＡＬの取り組みが盛んだったことから、大森学長
に実行委員会の副会長をお願いしました。
　学生と生徒が飲み物片手に英語で会話する「DRINK 
ENGLISH」「高大連携コラボゼミ」や「ビブリオバトル」など
が次々実現しています。コラボゼミは同大学と本校の教員が
協働でカリキュラムを作成し、修了した学生、生徒ともに同大
学の単位が与えられる異色の取り組み。高大が力を合わせて

生徒を育てている感覚を持てています。
　前国さんの学生は鍛えられていて力があります。彼らが生
徒を鍛え、多面的なものの見方を示唆してくれています。希望
進路が漠然としていることが多い商業科の生徒が、自身の成
長モデルとなる学生とふれあい、大学を身近に感じられる意
義は大きいです。このような定期的で内容の濃い交流により
地元への関心が強くなり、前国さんへの進学をめざす生徒も
徐々に増えてきています。入学後、大学に知っている先輩が
いるというのも、生徒にとっては心強いことでしょう。
　今後も真の意味での高大連携、シームレスな教育に取り
組んでいきます。

共愛学園前橋国際大学 ▼ 1888年前橋英和女学校設立。1988年開設の共愛学園女子短期大学を経て、
1999年に開設。 ▼１学部２専攻５コース。 ▼ 学生数は約1000人 ▼ GGJ、COC、AP、COC+の各事業の採択を
受ける。ＴＨＥ世界大学ランキング日本版2017国際性27位

学長大森昭生

地
域
人
材
の
育
成

▶自学のポジションへの認識
▶企業や他大学からの評価の高まりに比べ、高校に教育内容が知られていない

▶学生が指導役となり、県内の高校生に
　アクティブ・ラーニングを提供
▶県内の高校のグローバル教育を
　学生や教員が支援
▶独自開発したeポートフォリオを
　併設中高や公立校と共有

先輩学生たちは、地域グローバル人材の
成長モデルのような存在です

高校の
視点

共愛学園前橋国際大学の取り組み

太田市立太田高校
教務主任
石関英樹先生

高
大
接
続
は
学
生
募
集
の
た
め
に
あ
ら
ず学生が高校生にＡＬを提供する高大連携コラボゼミ（左）

太田市立太田高校での課題研究授業（右）

入学者に占める県内出身者比率、
県内就職者比率、就職先種別就職者数

入学者数、就職率

地
元
の
大
学
と
し
て
生
き
る

決
意
と
一
貫
し
た
取
り
組
み

高
・
大
７
年
＋α
で

若
者
を
育
て
る
と
い
う
文
化

▶地元重視
▶県外進学希望者からも「選ばれる教育・大学」をめざす
▶県内の高校、企業、行政と地域の課題解決や人材育成に
　取り組む

開学当初は国内初の国際社会学
部のため全国から募集できると考
えていたが、開学後数年で見直し

学生募集：入試広報センター
地域連携：地域共生研究センター

担当部署は同じだが、その都度最適な体制をとるよう全学的
に対応。今後は高大接続の担当窓口を設置する必要性を感
じている

地
域
の
人
材
を
育
て
る
取
り
組
み
が
地
元
の
評
価
を
高
め
、

「
結
果
的
に
」好
調
な
学
生
募
集
に
つ
な
が
っ
て
い
る
地
方
小
規
模
大
学
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

高大接続
改革への
取り組み



　
さ
ら
に
今
年
は
、
高
校
と
の
関
係
を

深
め
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
高
校
教
員
を
対
象
と
し
て
本
年
の

５
月
に
長
野
県
松
本
市
で
開
催
し
た

「
書
く
力
Ｕ
Ｐ
指
導
法
講
座
」
が
そ
れ

で
す
。
入
試
改
革
を
見
据
え
て
、
高
校

現
場
で
は
高
校
生
の
表
現
力
を
高
め
る

指
導
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
を

通
し
て
培
っ
て
き
た
新
聞
社
や
高
校
教

員
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
て
、
各
地

域
オ
フ
ィ
ス
を
拠
点
に
こ
う
し
た
企
画

を
行
う
こ
と
は
本
学
ら
し
い
高
校
と
の

関
係
の
深
め
方
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
学
生
を
入
学
前
か
ら
卒

業
後
ま
で
育
て
る
こ
と
を
意
識
し
た
入

試
改
革
に
も
取
り
組
み
、
本
学
ら
し

い
改
革
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
環
境
変
化
に
合
わ
せ
て

高
大
連
携
事
業
を
見
直
し
、
そ
の
改
善

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
高
大
連
携
事
業
に
は
、
毎
年
全
国
か

ら
１
万
通
近
い
応
募
が
あ
る
「
高
校
生

福
祉
文
化
賞
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」

（
以
下
、
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
）
や
、

高
校
教
員
の
研
修
・
交
流
の
場
で
あ
る

「
福
祉
教
育
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
福
祉
文
化
創

成
事
業
の
一
環
と
し
て
の
取
り
組
み

で
、＊「
ふ
く
し
」
の
考
え
を
広
め
、
そ

の
実
現
を
担
う
「
人
財
」
の
養
成
・
輩

出
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
学
園
創

立
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
始
ま
っ
た

も
の
で
、今
年
で
15
年
目
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
間
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、

高
大
接
続
改
革
の
進
展
で
す
。
高
校
で

の
教
育
や
大
学
入
試
で
求
め
ら
れ
る
力

が
変
化
す
る
中
、
高
大
連
携
事
業
の
あ

り
方
を
見
直
す
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ

と
言
え
ま
す
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
学
生
募
集
環

境
の
変
化
で
す
。
福
祉
を
専
門
的
に
学

べ
る
大
学
が
少
な
か
っ
た
時
代
は
、
全

国
か
ら
入
学
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
２
０
０
０
年
の
介
護
保

険
法
施
行
以
降
、社
会
福
祉
系
の
大
学
・

学
部
が
各
地
に
設
置
さ
れ
る
と
、
東
海

４
県
以
外
か
ら
本
学
に
入
学
す
る
学
生

の
割
合
は
徐
々
に
低
下
し
て
い
き
ま
し

た
。「
全
国
」
と
の
付
き
合
い
方
を
見

直
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
本
学
に
は
全
国
９
か
所
に
地
域
オ

フ
ィ
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
福

祉
や
介
護
の
国
家
試
験
対
策
講
座
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
講
習
会
を
実
施
す
る
ほ

か
、
地
域
同
窓
会
の
活
動
支
援
や
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
な
ど
の
学
生
支
援
、
エ
リ

ア
で
の
学
生
募
集
の
拠
点
と
し
て
の
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
に
関

す
る
高
校
と
の
窓
口
は
、
立
ち
上
げ
当

初
か
ら
、
教
育
文
化
事
業
室
が
担
当
し

て
い
ま
し
た
。
企
画
を
一
体
的
に
推
進

し
て
い
く
に
は
、
担
当
部
署
が
全
て
対

応
す
る
体
制
が
適
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、「
全
国
」
と
の
付
き
合

い
方
を
見
直
し
、
高
校
と
の
関
係
強
化

を
図
る
に
は
、
各
部
署
が
高
校
と
ば
ら

ば
ら
に
向
き
合
う
状
態
を
変
え
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
各
地
域
オ
フ
ィ
ス
が

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
携
わ
る
こ

と
で
、
進
路
以
外
に
も
高
校
教
員
と
の

接
点
が
拡
大
し
、
学
生
募
集
の
枠
を
越

え
た
高
校
と
の
関
係
づ
く
り
が
進
ん
で

い
ま
す
。

2017 9-1027 2017 9-10 26
取材・文／児山雄介　撮影／加納将人

さいとうまさき●1985年信州大学人文学部卒（心理学専
攻）。旅行会社、情報システム開発会社を経て、1992年12月
より日本福祉大学勤務。情報ネットワーク課長、企画課長、学
事課長、教育開発部長などを経て、2009年より大学事務局
長。2013年より常務理事、総合企画室長。2017年より常務
理事、副学長（学生募集・就職・東海キャンパス担当）。

▶愛知県岡崎市▶普通科、国際教養科の２学科、生徒数1011人▶1963
年開校▶創立以来福祉教育にも力を入れている。現在、普通科と国際教養
科の２つの学科があり、その普通科の中に文理コースと福祉コースがある。
▶進学実績 愛知教育大、愛知県立大、南山大、上智大、立命館大　他

課題

方針と
重点施策

見直し前 見直し後

組織体制

成果指標

　日本福祉大学には、毎年５～10人の生徒が進学してお
り、本校で開催している入試相談会にも毎年参加してもらっ
ています。
　本校出身の学生に大学の様子を聞いてみると、医療系に
進学した学生は講義の内容についていくのがとにかく大変だ
と言っていました。しかし、同じ志を持った学生や熱心な指導を
する教授が多く、高い意識を維持できていると話していますの
で、いい雰囲気の中で大学生活を送っているようです。国際
福祉開発学部に進学した学生からは、アジアでのボランティ
ア活動に参加できるなど、体験型の授業が多く、自分の可能
性や能力に気づくことができていると聞いています。

　ほかにも、積極的に外部講師を招いて、学生に生きた内容
の講義を聴かせていることや、実習を通して、専門分野で活
躍している人、海外で長年ボランティアをしている人など、さま
ざまな人と出会う機会があることは、この大学の大きな魅力で
あると感じています。そのため、視野が狭いと感じる生徒には
日本福祉大学への進学を勧めています。
　社会福祉士や看護師、理学療法士など国家資格の取得
をめざす学生には覚悟が必要になると思います。そのためか
日本福祉大学では、センター利用入試（全学部出願）の合格
者を、教職員が入学手続き前に面談することもしているようで
す。入試でもこの大学の誠意が感じられます。

日本福祉大学 ▼ 1953年中部社会事業短期大学開学。1957年、日本福祉大学に改組

▼８学部10学科 ▼ 学生数は約12000人（うち通信教育課程が約6600人）

▼ 地域オフィスは東京、大阪、松本、福岡、名古屋、山形最上、富山、豊橋、岡山の９つ

常務理事
副学長 齋藤真左樹

高
大
連
携
事
業
の
拡
充

▶高大接続改革に沿った各事業の見直し
▶福祉系の大学・学部が各地に設置されたことで、地元以外からの入学者が減少

将来に向けた視野を広げてくれる
授業内容や入試制度に誠意を感じます

高校の
視点

聖カタリナ学園光ヶ丘女子高校
進路指導部長
蟹江敏洋先生

各
地
域
拠
点
で
取
り
組
む
エ
リ
ア
別
関
係
づ
く
り

▶学生募集における指標は変更なし

▶「ふくし」＊の考えを広めることを目的
に学園創立50周年記念事業として
福祉文化創成事業がスタート

▶学生募集では定員充足率を重視

▶教育文化事業室が
　事業の企画運営を全て担当

高
大
接
続
改
革
を
受
け
て

事
業
の
見
直
し
を
行
う

高
大
連
携
事
業
や
エ
リ
ア
拠
点
を
通
じ
た

高
校
と
の
関
係
づ
く
り
に
つ
い
て

取
り
組
み
の
経
緯
な
ど
を
聞
い
た
。

日
本
福
祉
大
学

学
生
募
集
の
枠
を
越
え
た

高
校
と
の
関
係
づ
く
り

入
試
改
革
へ
の
対
応
で

高
校
と
の
関
係
を
深
め
る

日本福祉大学の取り組み

高大接続
改革への
取り組み

エッセイコンテストの入賞作品は審査員の講評と併せて冊子化（左）
毎年８月に開催している「高校生と大学生のつどい」。全国から100名近い

高校生、大学生、教職員が美浜キャンパスに集まり、「ふくし」について語り合う（右）

▶「高校生福祉文化賞エッセイコンテスト」を含む
福祉文化創成事業全体を地域オフィスも担当
▶「福祉教育研究フォーラム」「高校生と大学生

のつどい」は、地元の高校中心に協力をいただ
き、共同で企画運営している

＊「ふくし」は、「ふ」つうの「く」らしの「し」あわせを示している。

特集●高大接続改革を踏まえた学生募集戦略

▶事業の担当部署は教育文化事業室で変更なし。事業
開発室に所属していた地域オフィスを教育文化事業室
に移管（2015年）
▶地域における高校との接点づくりは地域オフィスが担当。

さらに、地域でのイベントを企画するまでに機能を拡大

▶福祉文化創成事業のうち高大連携事業を重視
▶高校との関係づくり、関係強化では、積極的な価値創

造に取り組む



志
願
者
数
で
は
な
く

志
望
度
の
高
さ
を
重
視

高
校
訪
問
で

リ
ア
ル
な
デ
ー
タ
を
提
示

高
校
教
員
と
の
直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、

特
に
高
校
訪
問
に
力
を
入
れ
て
い
る
甲
南
大
学
。

こ
の
よ
う
な
戦
略
を
取
る
背
景
、具
体
的
な
活
動
内
容
を
聞
い
た
。

員
の
高
校
訪
問
は
公
募
制
で
す
が
、
初

年
度
は
全
教
員
の
約
７
割
が
参
加
。
割

り
当
て
は
、
教
員
本
人
が
希
望
す
る
高

校
を
優
先
し
、信
頼
関
係
を
築
く
た
め
、

最
低
３
年
は
継
続
訪
問
し
て
も
ら
い
ま

す
。
職
員
の
訪
問
校
を
加
え
る
と
、
前

年
度
の
訪
問
校
数
は
、
合
計
3
0
0
校

に
上
り
ま
し
た
。
訪
問
結
果
は
、
各
訪

問
者
が
報
告
書
を
作
成
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
ま
と
め
て
全
学
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
教
員
は
、
所
属
す
る
学
部

や
専
門
分
野
へ
の
意
識
が
強
く
、
大
学

全
体
の
情
報
や
評
価
に
関
心
が
高
い
と

は
必
ず
し
も
言
え
な
い
面
も
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
校
訪
問
を
行

う
こ
と
で
、大
学
全
体
の
情
報
を
伝
え
、

こ
れ
に
対
す
る
高
校
側
の
声
を
直
に
聞

く
機
会
を
得
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
大

学
全
体
の
教
育
改
革
や
教
育
の
質
保
証

の
面
で
も
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
本
学
が
学
生
募
集
活
動
を
見
直
し
た

の
は
2
0
1
4
年
度
か
ら
で
す
。
そ
れ

以
前
は
、
学
内
併
願
も
含
め
た
延
べ
志

願
者
数
の
増
加
を
重
視
し
て
い
ま
し
た

が
、
一
方
で
実
志
願
者
数
の
減
少
に
危

機
感
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
関
西
に
は

学
生
数
２
万
、
３
万
と
い
う
大
規
模
総

合
大
学
が
ひ
し
め
き
、学
部
新
設
な
ど
、

拡
大
路
線
を
取
る
大
学
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
学
生
数
１
万
に
満
た
な
い
本

学
は
、
ど
こ
に
活
路
を
見
い
だ
す
べ
き

か
―
―
議
論
の
結
果
、「
延
べ
志
願
者

数
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
本
学
の
特
徴
を
理

解
し
た
志
望
度
の
高
い
学
生
の
増
加
が

重
要
」
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
着
手
し
た
の
は
入
試
改
革
で

す
。
A
P
を
再
定
義
し
て
、
複
雑
だ
っ

た
入
試
方
式
を
整
理
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
だ
け
で
志
望
度
の
高
い
学
生

が
入
学
し
て
く
れ
る
ほ
ど
甘
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
2
0
1
6
年
度
か
ら

は
、
入
試
事
務
室
の
学
生
募
集
広
報
担

当
を
学
長
室
に
移
し
て
、
高
大
接
続
の

強
化
を
図
り
、
志
望
度
の
高
い
学
生
の

増
加
を
め
ざ
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
編
成
。
受
験
生
と
高
校
教
員
に
本
学

の
特
徴
、
教
育
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
高
校
訪
問
に
代
表
さ
れ
る
リ
ア
ル

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
全
学
で
推

進
す
る
方
針
に
転
換
し
た
の
で
す
。

　　
昨
年
か
ら
は
本
学
の
実
態
を
示
し
た

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
を
制
作
し
、
手
渡
し
の

訪
問
資
料
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
冊
子

で
は
、
教
育
内
容
・
入
試
・
卒
業
後
の

進
路
の
リ
ア
ル
な
デ
ー
タ
を
扱
い
、
通

常
、
広
報
ツ
ー
ル
で
公
表
し
な
い
よ
う

な
デ
ー
タ
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
制
作
し
た
理
由
は
、
高
校
か

ら
「
大
学
の
広
報
資
料
に
は
よ
い
面
ば

か
り
書
い
て
あ
り
、
信
頼
で
き
な
い
」

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
教

育
の
プ
ロ
で
あ
る
高
校
教
員
に
対
し
て

は
、
飾
ら
れ
た
言
葉
や
表
面
的
な
写
真

で
は
な
く
、
現
実
の
姿
を
示
す
デ
ー
タ

の
ほ
う
が
、
説
得
力
を
持
っ
て
本
学
の

教
育
の
質
を
示
せ
る
と
判
断
し
ま
し

た
。
当
然
、
マ
イ
ナ
ス
面
も
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
す
が
、
分
析
結
果
や
改
善
へ

の
取
り
組
み
も
併
せ
て
掲
載
し
、
等
身

大
の
大
学
の
姿
を
高
校
教
員
や
受
験
生

に
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
志
望
度
の
高
い
学

生
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
高
校
訪
問
の
主
役
を
職
員
か

ら
教
員
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
本
学
の

高
校
訪
問
の
目
的
は
、
志
望
度
の
高
い

学
生
の
増
加
で
す
。
と
言
う
の
も
、
実

際
に
教
育
を
行
っ
て
い
る
教
員
が
話
を

し
た
ほ
う
が
、
本
学
の
教
育
の
特
徴
を

具
体
的
に
伝
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
教

甲
南
大
学
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取材・文／本間学　撮影／岸隆子

はやしまさき●１９８７年、甲南大学法学部法学科卒業。１９
８８年、甲南学園に入職、大学入試事務室配属。甲南学園
総務部総務課、経営企画室に勤務後、２００７年、フランス甲
南学園トゥレーヌ日本事務所勤務。２０１4年、大学事務部勤
務。2015年、同部が学長室に改組、2016年4月に高大接
続推進業務を兼務し、教育の質保証と高大接続を推進する。

特集●高大接続改革を踏まえた学生募集戦略

兵庫県神戸市▶2009年に開校▶全日制・男女共学・総合学科（単位制）　
生 徒 数 9 4 7 人 ▶ 少 人 数 授 業 、手 厚いキャリア 教 育が 特 徴 ▶ 進 学 実 績

（2017年度）公立大／3名　私立大／神戸学院大、甲南女子大、近畿大、
甲南大、関西大、関西学院大、神戸親和女子大　他

課題

方針と
重点施策

志願者数など数値上の
伸びをめざす

▶甲南大学の教育上の特徴を理解した志望度の高い学生の増加
▶高校教員とのコミュニケーションの機会として高校訪問を重視し、
　データを基に自学の特徴の周知を図る

入試事務室が学生募集広報
業務から入試運営までを担当

延べ志願者数を重視

見直し前 見直し後

組織体制

成果指標

高大接続
改革への
取り組み

　甲南大学には本校からも多くの生徒が進学しています。傾
向として、都市部の騒 し々いキャンパスにはない落ち着いた
雰囲気を好む生徒が志望しているようです。また、私自身も大
学説明会に参加したことがありますが、就職サポートが手厚
いという印象を持っています。これは、１学年2000人程度の
中規模大学だから可能なのでしょう。
　ただ、これまでは学びの特色や新たな取り組みの様子はあ
まり伝わってきていませんでした。ですから、データブックは、リ
アルなデータを１冊にまとめてあるという点で評価できます。ま
た、担当者を決めた継続的な高校訪問は歓迎できますね。
　本校はキャリア教育に力を入れており、２、３年生向けの

「キャリアプランニング」の授業で、課題研究に取り組ませて
います。この授業では、甲南大学の先生にも指導や講評に
協力いただいています。また、教員志望の生徒が教職課程の
授業を見学させてもらうこともあります。今後は、こうした高大
連携を発展させて、よりつながりを深めたいです。
　甲南大学に限らず、兵庫県内の大学は最近、受験生から
の人気の面で大阪、京都の大学に押されているように見えま
す。学部の自治はあってしかるべきものですが、優秀な学生を
集めるという点では、大学全体の足並みをそろえたほうがよい
のではないでしょうか。地元の高校として、新たな取り組みへ
の姿勢に期待しています。

甲南大学 ▼ 1919年学園創立。1951年大学設立 ▼ 8学部14学科。学生数は約9000人

▼ 建学の理念に基づき、人物重視の教育を行う ▼ THE世界大学ランキング日本版2017総合順位111-120位、
同教育満足度78位、教育成果121-130位、国際性121-130位

学長室 次長 林 正樹

高
校
訪
問
の
見
直
し

▶実志願者数の伸び悩み
▶教育の特徴が高校教員、受験生本人に伝わっていなかった

▶2014年度に入試改革。APを
　再定義し、11あった入試方式を
　７つにして名称もわかりやすく改変
▶地域の高校と連携し、高校生の課
　題研究や探究活動の指導、発表
　の場を提供する「リサーチフェスタ」
　を準備中

等身大の情報発信は歓迎
新しい取り組みに期待

高校の
視点

甲南大学の取り組み

神戸市立須磨翔風高校
キャリアセンター チーフアドバイザー

内匠謙介先生

大
学
の
現
実
を
伝
え
、志
望
度
の
高
い
学
生
増
加
へ

2016年度に学生募集広報業務を学長室に移して、志望度の高い
学生の増加をめざすプロジェクトチームを編成。今後、入試センターと
プロジェクトチームが融合したアドミッションセンター化を構想

実志願者数を重視
（＝甲南大学の教育の質に期待する志望度の高い学生の増加）

◀▼データブックは全12P。これまで開示
していなかった実志願者数等の公開、全
国データとの比較など、大学の実力を客観
的に伝える工夫をしている

＊データの具体例：留年者数、退学者数、ＳＴ比、単位修得数平均、授業外学習時間、実志願者数、歩留まり率、第一志望割合、実就職率、インターンシップ参加状況 等

＊

た くみ
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教育機関としての強みを生かし、かつデータに基づいた
戦略戦術に取り組むことが、競争の時代を生き残ることにつながる。
その観点から、今後の学生募集戦略策定のための見直しポイントを以下にまとめた。

高大接続から考える
学生募集戦略

7つのポイント
これまで これから

入試・広報部署のみ 全学マターとして取り組む組織体制

大学の売り込み 信頼関係づくり

手段の目的化 目的別に手段を取捨選択

広く、多く ターゲットが明確

ずれている、不明瞭 ポジションが明確

高3から広報スタート 高1からスタート

のべ志願者数のみ 志望度の高さ指標1

2

3

4

5

6

7

ポジショニング

対象

手段

高校への対応

時期

もはや募集活動は経営課題。全学が連携して進めたい

「営業」的なアプローチではなく、同じ教育機関としての立場で高校との連携を図りたい

母集団形成と育成・強化では手段が異なる。効果的な手段は何かを見極めよう

自学に合った学生像が明確になれば、戦略戦術がシャープになり、効率的な募集が可能

客観的なデータとビジョンによりどんなポジションの大学をめざすのか明確にしたうえでの戦略を

志望度の高い学生募集のためには、低学年から認知→志望度を高めるためのシナリオを

最終的に入学先として選ばれることを目的に、志望度の高い学生獲得を指標としたい

まとめ


